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  救い


  



  神の恵みの喜ばしく素晴らしい点は、私たちの主の生と死による救いの功績が単純な信仰に基づいてすべて私たちのものになることである。「あなたたちが救われたのは、恵みにより、信仰を通してです。これは、あなたたち自身から出たものではなく、神の賜物です。それは働きによるのではありません。だれも誇ることがないためです」（エペソ二・八）。罪人の働きは、罪人を救うどころか、実は悔い改めるべきものである――「死んだ働きからの悔い改め」（ヘブル六・一）とあるとおりである。なぜなら「神の無代価の賜物」は、与える側が強いられて与えるものではなく、それゆえ、私たちの功績とは何の関係もないからである。――「神の無代価の賜物は、私たちの主キリスト・イエスにある永遠の命です」（ローマ六・二三）。フッカーは単純活発な信仰の救いの効力を感動的な言葉で見事に表現した。「キリストはご自分の中に見いだされる者のために義の功績を獲得してくださった。そして、神は私たちを彼の中に見いだしてくださる。なぜなら、信仰により私たちは彼の中へと合併されたからである。私たち自身は全く罪深く不義であり、不敬虔で罪に満ち、不法に満ちている者である。そのような者でも、信仰を通してキリストの中に見いだされるようになり、悔い改めを通して罪を憎むようになるなら、神は恵み深いまなざしでその人をご覧になり、罪を責めることなく罪を取り去り、罪を赦して罰を完全に撤回されるのである。そしてその人を、まるで律法に命じられていることを全うした者であるかのように、完全に義なる者としてキリスト・イエスにあって受け入れてくださるのである。律法全体を全うした以上に完全に義とされた、と言ってもよいだろうか？父なる神の目に、私たちは神の御子ご自身の中にある者なのである。これを愚かとか、馬鹿げているとか、恐ろしいと思うなら思えばよい。これは私たちの知恵であり、私たちの慰めなのである。私たちはこの世の知識をかえりみない。私たちがかえりみるのはこれである。すなわち、人が罪を犯し、神が苦難をお受けになったこと、神はご自身を人の罪とされ、人は神の義とされたことである」。こうして私たちはもっぱら神の御子から永遠のいのちを汲み出す。「神は私たちに永遠のいのちを与えてくださいました。そして、このいのちは御子の中にあります。御子を持つ者はいのちを持ち、神の御子を持たない者はいのちを持ちません」（一ヨハネ五・十一）。このように永遠のいのちは永遠に、単純な救いの信仰に基づく。信仰は瞬時の再生、キリストへの合併、聖霊の内住、朽ちないいのちを生み出す。「御子を信じる者は永遠のいのちを持ちます」（ヨハネ三・三六）。


  



  報い


  



  しかし、神の御言葉をざっと学んだだけでもわかるように、今や、贖われた魂に新たな地平が開かれる。いのちは信仰によるが、報いは信仰を持った後に行った働きの結果である。というのは、聖書は救われた一人一人の魂を、レースを走る走者、格闘する競技者、戦う戦士、種を蒔く農夫、建造する石工、逃げる逃亡者、襲撃する包囲軍と見なしているからである。そしてこれはみな「神がおられること、そして神は報いを与える方であること」（ヘブル十一・六）という基本的啓示を強烈に強調している。「多くの弟子たちの目はいまだにこの報いの奥義に対して盲目である。この奥義は御言葉が示す公然の秘密である。私たちが入るのは転嫁された義によってであるにちがいない。しかし、そうして信仰によって入った後、私たちの働きが階級の上下、地位、報いを決定するのである」（Ａ．Ｔ．ピアソン博士）。カルバンはこの真理をかすかに見ていたにすぎなかったが、聖書の報いの教理を一つの文章にまとめている。「神は良い働きに報いてくださる、と言っても何ら矛盾はない。ただしこれは、それにもかかわらず、人は無代価で永遠のいのちを得る、ということを理解していればの話である」。


  疑いなく、これは神の教会に対する真理である。「見よ、わたしはすぐに来る。わたしの報いはわたしと共にあり、各々の（弟子に）働きにしたがって与える」（黙示録二二・十二）。この御言葉は誰に対して語られたのか？「わたし、イエスは、わたしの天使を遣わして、諸教会のためにこれらのことをあなたたちに証しした」。Ａ．Ｊ．ゴルドン博士が言うように、「罪の赦しを受けるために良い働きは何の関係もないという教理に律法主義者が憤るように、福音主義者は良い働きが報いの根拠になりうるという考えに反発する」ことがあまりにも多いのである。しかしパウロは言う、「植える者と水を注ぐ者は一つです」――これは立場と贖いにおいてである。「しかし、各自はそれぞれの労苦にしたがって報いを受けます」（一コリント三・八）。彼はまた、報いの二つの面のバランスを取っている。「奴隷たちよ、従いなさい。（中略）あなたたちは主から嗣業の報いを受けることを知っているからです。あなたたちは主キリストに仕えているのです」。他方、「悪を行う者は、自分が行った悪の報いを受けます。それには人の分け隔てはありません」（コロサイ三・二四）。このように、これは私たちに関係する真理なのである。イーディー博士は言う、「報いについてのクリスチャンの教理は見失われているか、失効状態で保持されていることがあまりにも多い。まるでこの教理が、天の栄光の無代価の賦与と完全にはつじつまが合っていないかのようである」。


  思うに、報いに関する困難は、神が何に報いられるのかを調べるなら、すべて消え失せる。まず第一に、神の報いは敬虔さと敬虔な行いに最も重きを置いている。「あなたたちの敵を愛し、彼らに善を行い、何も当てにしないで貸してあげなさい。そうすれば、あなたたちの報いは大きく、あなたたちはいと高き方の子たちとなる。なぜなら、彼は恩を知らない者や邪悪な者にも親切だからです」（ルカ六・三五）。ここでは、私たちの天の父に似つかわしい性格や行いに対して報いが与えられる。隠れた祈りにも報いが与えられる。「隠れておられるあなたの父に祈りなさい。そうすれば、隠れて見ておられるあなたの父は、あなたに報いてくださいます」（マタイ六・六）。祈りが答えられるだけでなく、祈る行為にも報いが与えられるのである。さらに、私たちの心構えも、私たちの奉仕に対する主の裁決に影響を及ぼす。「罪に定めてはならない。そうすれば、あなたたちも決して罪に定められない。赦しなさい。そうすれば、あなたたちも赦される」（ルカ六・三七）。私たちの生活はキリストが私たちに下される判決文を一言一言書き綴っているのであり、私たちは僕として自分自身の判決を作成しているのである。なぜなら、善良さと栄光は一つの事柄の二つの面にほかならないからである。善良さは栄光の苦しみの面であり、栄光は善良さの輝く面なのである。


  すべての労苦も厳密に報われる。一杯の水という最もささやかな贈り物でさえ報われるのである。「これらの小さな者の一人に、弟子という名のゆえに冷たい水一杯でも飲ませてくれる者はだれでも、まことにわたしは言うが、決して自分の報いを失うことはない」（マタイ十・四二）。何に対して報いが与えられるのか？「働く者に対して、報いは恵みとしてではなく、当然与えるべきものとして勘定されます」（ローマ四・四）。したがって、奉仕に対する報償として神は認めてくださり、神はその是認を示す具体的な同等の証拠を授けることを喜ばれるのである。その大きさは厳密に等級分けされるであろう。「預言者を預言者の名のゆえに受け入れる者は預言者の報いを受け、義人を義人の名のゆえに受け入れる者は義人の報いを受ける」（マタイ十・四一）。「人が蒔くものは何であれ、これをまた刈り取るからです」（ガラテヤ六・七）。


  しかし、とりわけ心を探る真理は、神は奉仕を行う理由に対して最も報われる、ということである。行いそのものは本当に良いかもしれないが、「あなたたちは自分の義を、見られるために人の前で行わないように、注意しなさい。さもないと、天におられるあなたたちの父の報いを受けることはありません」。このように、動機が決定的に重要であると啓示されているのである。「主は暗闇の中に隠されている事柄も明るみに出し、心のはかりごとを明らかにされます。そしてそのとき、神からそれぞれ賞賛を受けるでしょう」（一コリント四・五）。神は私たちに不相応な救いを与えてくださるが、不相応な賞賛を送ることは決してない。今の時代、へりくだって奉仕すればするほど、来るべき時代、ますます高く上げられるのである。「だれでも、あなたたちの間で偉くなろうとするなら（偉くなろうと願うなら）、あなたたちの僕となり、あなたたちの間で第一になろうとするなら、すべての者の奴隷となりなさい」（マルコ十・四三）。偉くなるには奉仕する必要があり、実際に第一となるには奴隷になる必要があるのである。


  キリストのために受ける苦難もすべて報われる。「人の子のために、人々があなたたちを憎む時、またあなたたちを彼らの交わりから引き離し、非難し、汚名を着せる時、あなたたちは幸いです。その日には喜びなさい。また喜びのあまり躍り上がりなさい。なぜなら見よ、天におけるあなたたちの報いは大きいからです」（ルカ六・二三）。ほとんどの場合、苦難は動機を清める。また主は、人を恐れることがないよう、それ以上に神を大いに畏れるべきことだけでなく、彼の報いの大きさについても語られた。「示唆されている報いはみな、今は想像できないほどの価値を持つ賞であり、裁きの御座ではじめて十分に理解できるものである」（Ｊ．Ｈ．ローブ）。それゆえ、モーセは「キリストのゆえに受けるそしりをエジプトの宝にまさる富と勘定しました。それは彼が報償を仰ぎ見ていたからです」（ヘブル十一・二六）。全人類の中でこの賞の価値をもっともよく知っていた者、そしておそらく、私たちの主の後、もっとも大きな代価を払った者は言った、「この一事に私は励んでいます」。なぜなら、報いは神の承認の具体的表れにほかならないからである。私たちは、自分を承認するよう命じることができないのと同じように、神がこの承認を喜んで表明されるのを拒むこともできない。王座をさげすむ者は、王座を賜る方をもさげすむ。主はパリサイ人を叱責して言われた、「唯一の神から来る栄光をあなたたちは求めない」（ヨハネ五・四四）。


  このように、報いは正当な動機ともなるのである。私たちの主やその使徒たちは、しばしばこの動機に直接訴えている――例えば、キリスト（マタイ六・一）、パウロ（一コリント九・二四）、ペテロ（一ペテロ一・十七）、ヤコブ（ヤコブ一・十二）、ヨハネ（二ヨハネ八）である。アレキサンダー・マクラーレン博士は言う、「私としては信じているが、クリスチャンの真理のこの面がかなりないがしろにされているせいで、私たちは大きな損失を被っている。今日行うすべての行いが記録されており、遠い将来、報告されるということ。これを本当に信じて、このスリルに満ちた考えを念頭に置くなら、変化がある、とあなたは思わないだろうか？」。コンコーダンスを見ればすぐわかるように、神の御子ご自身ほど報いを強調した者はだれもいない。御子は、魂の創造者として、どのような励ましを与えるのが賢く適切なのか、一番よくご存じなのである。


  三つの事実が重要である――サドカイ派の創始者であるツァドクは、報いの教理を否定して不信仰な人生を歩み始めた。また、この信条は私たちの主に完全な効果を表した――「彼はご自分の前に置かれた喜びのゆえに、耐え忍ばれました」（ヘブル十二・二）。さらに、賢明な弟子ならだれもあえて、これほど多くの聖書の御言葉を無視したり、聖潔へのこれほど力強い励ましを投げ捨てたりできない。この真理を裁きの御座で発見しても手遅れである。私たちが地に蒔くすべての種――すべての思い、言葉、行動――は神の中に貯えられており、ある日、麗しい実か、あるいは奇怪な実となって現れるだろう。私たちが蒔いたとおりのものを、何を蒔いたか、どれだけ蒔いたか、どうして蒔いたかにしたがって刈り取るのである。それゆえ、「自分自身に気をつけて、私たちの造り込んだものを失うことなく、あなたたちが満ち足りる報いを受けるようにしなさい」（二ヨハネ八）。


  



  血とパン種


  



  精妙な美しい旧約の型により、今や、まさにあらゆる贖いの開始点において、神の二重の真理が啓示される。動物学者は動物のたった一本の骨から骨格全体を再構築できると言われている。したがって、型を説明するには確かな手がかりが一つあれば十分である。そして、血とパン種の中に三つの明確な手がかりが聖霊によって与えられており、疑問をすべて解消するのである。「私たちの過越であるキリストがほふられました」――したがって、小羊の血はキリストの血を予表する。「ですから、私たちは祭りを守ろうではありませんか」――したがって、初臨と再臨の間の七日間である教会時代は種なしパンの祭りの本体である。「古いパン種をもってではなく、また悪意と邪悪のパン種をもってではなく」――したがって、パン種は罪である。「誠実と真実である種なしパンをもって、そうしようではありませんか」（一コリント五・八）。これより明確で確かな型はありえない。


  エホバの最初の命令は、家に血を塗ることだった。「彼らはその血を取り、小羊を食する家の入口の二つの柱とかもいにそれを塗らなければならない」（出エジプト十二・七）。滅ぼす天使がすべての家を捜し回った。どの家にも罪人がいたからである。しかし彼は、血を見るときはどこでも、剣をおさめて過ぎ越した。「わたしは血を見るとき、あなたたちを過ぎ越そう」。なぜか？死がすでにその敷居をまたいでいたからである。小羊が初子の代わりに死んでいたのである。しかし、それ以外のすべての家の中に、その天使は足を踏み入れた。キリストの血が私たちの魂とエホバの間で立ち上がる時、それは私たちの魂にとって「始まりの月」である。それは再生であり、新しい神聖ないのちから生まれることである。私が意識的にカルバリを自分のものとする時、その瞬間、私は霊の中でこの世を去り、神に向かう家路の旅につく。「その同じ日に、主の全群衆はエジプトの地から出て行った。主が彼らをエジプトの地から連れ出されたゆえに、それは主に向かって大いに祝うべき夜である」。血を塗ることから巡礼の生涯が始まるのである。


  エホバの第二の命令は、パン種を家から除くことだった。「七日間、あなたたちは種なしパンを食べなければならない」。これは「最初の日から」、すなわち、回心の瞬間からである――「あなたたちは自分たちの家からパン種を取り除かなければならない」。イスラエルは、七日間持ちこたえるのに十分なだけの甘いパン生地を携えて、巡礼の生活を始めた。古くて苦いパン生地――見いだされうるすべての罪――はエジプトに残さなければならなかった。エホバは切迫するあまり、パン種を取り除くよう九回も命じておられる。同じようにパウロも切迫している。「実は、あなたたちの間に姦淫があると報告を受けています。少しのパン種が練り粉のかたまり全体を発酵させることを知らないのですか？その古いパン種を一掃しなさい」（一コリント五・一、七）。


  ここに、神の二重の真理が美しく啓示されている。血を塗ることは義認を表し、パン種を取り除くことは聖別を表す。血を塗ることは私たちのためのキリストの働きを表し、パン種を取り除くことは私たちにおける御霊の働きを表す。さて、注意してほしい。血を塗る前にパン種を取り除くようにという命令は一つもないのである。小羊を種なしパンと一緒に食べなければならないのは事実である（八節）。キリストを自分のものにしようとするとき、心はすべての罪に背を向けて離れなければならない 。しかし、血のゆえに神にささげる前に、家をパン種から清めようとするべきではない。


  
    ありのまま、弁解せずに

    しかし、あなたの血が私のために流されたゆえに、

    そして、あなたが御許に来るよう私にお命じになるゆえに、

    ああ、神の小羊よ、私は参ります。

  


  「今は彼の血によって義とされているのですから、私たちは彼を通して神の怒りから救われます」（ローマ五・九）。


  しかし、成就された義認の働きは、直ちに相補的な聖別の働きをもたらす。そして、血が扉の上に塗られているときだけ、私たちはパン種を取り除く力を持つ。「あなたたち自身の救いを成し遂げなさい」――これはパン種を取り除くことである。「恐れとおののきをもってそうしなさい。なぜなら、あなたたちの中で働かれるのは神だからです」（ピリピ二・十二）――聖霊が今や家の中におられる。家の中にパン種があるのは、扉に血が塗られていない証拠である、とはエホバは仰せられない。むしろ、身に覚えのあるパン種や見いだされるおそれのあるパン種、にもかかわらず取り除かれていないパン種こそ、一軒一軒の家が常に陥りかねない危険であると見なされている。血の下では受け身的すぎることはありえず、パン種を一掃することではやりすぎることはありえない。「私の罪が私の救い主を殺した。今、私は私の罪を殺さなければならない」。


  これらの神の命令は深刻な結果を伴う。血を適用することを拒んだり無視した者は、イスラエル人でもエジプト人でも滅びたのである。その人は神の御手により滅び、エジプトで滅びて、滅び失せた。エジプトにいる「私たちはみな死ぬ」（出エジプト十二・三三）。たとえその人の家が比較的パン種から清められていたとしても、滅ぼす天使が滅ぼしたのである。不従順な弟子もまた、無傷で逃れることはできなかった。パン種を取り除くことを拒んだり無視したイスラエル人は、たとえ血の下にあっても断ち切られた（十五節）。確かに、エジプトで断ち切られたのではなく、天使によって断ち切られたのでもなく、神から断ち切られたわけでもない。しかし、イスラエルから断ち切られたのである。つまり、血を塗った後、神に向かう途上、巡礼から追放されたのである。これは永遠の滅びではない。そこで追放に関して、パウロはイスラエルから切り離されることを示す言葉を実際に述べている――「その邪悪な者をあなたたちの間から除き去りなさい」（一コリント五・十三、申命記二四・七）。これは「肉体が滅ぼされるために」サタンに渡されるためであるが、最終的には救われるためであり、「その人の霊が救われるためです」。救いは保証されているのである。しかし、（近親相姦を犯したコリント人のように）罪を覆い隠すために特権を拡大解釈する者は、キリストの裁きの御座でその幻想を厳しく打ち砕かれなければならない。そのとき血に訴えても、パン種を食する者は裁きを免れられないのである。


  血を塗れ。私の魂よ、パン種を一掃せよ！かつて一人の旅人が、ナザレの大工がパン種がないか家を捜すのを見た。その大工は帯を締め、板をすべてひっくり返し、すべての引き出しを開き、食器棚を全部掃除した。すると突然、乾いた恐怖の叫び声をあげて、後ずさりし始めた。ある職人が麻布の小袋の中に古いパンを残していったのだった。大工は真剣に恐る恐るそれを二本の木の棒でつかみ――指でつかむのではなく――それを火の所に持って行き、袋を中身ごと炎の中に落とした。「私たちは肉と霊のあらゆる汚れから自分を清め、神を畏れて聖別を完成しようではありませんか」（二コリント七・一）。


  



  義の日


  



  さて、決定的に重要な事実を見ることにする。来るべき時代が帯びている厳格な裁きの性質は、報いについての決定的な啓示である。なぜなら、「その日」は今の時代と対比されており、恵みの時代としてではなく義の日として啓示されているからである。「神の怒りと神の義なる裁きの現れる日。彼は、おのおのにその働きにしたがって報われます」（ローマ二・五）。したがって、来るべき時代にすべての裁きが行われ、三種類の法廷で裁きが完全に行われるのである。（１）ベーマにおいて主はご自分の僕たちと精算される。これが裁きの過程の始まりである（一ペテロ四・十七）。（２）メシヤの栄光の御座で、彼の再来のとき地上に生き残っている諸国民がふるい分けられる（マタイ二五・三一、三二）。（３）大きな白い御座（黙示録二〇・二）で、死者に対する力強い裁きが遂行される。このように、すべての裁きが来たるべき時代に行われるのである。そして、永遠の裁き（ヘブル六・二）は地獄に基づくが（ヘブル六・二）、永遠においては裁く行為はなされないようである。これで終わりではない。携挙によって直ちに幕があく神の日（二ペテロ三・十二）は、恵みの日の終結のしるしであり（しかし、すべての恵みが終結するわけではない）、主の日あるいは大艱難を含み（二テサロニケ二・二）、この期間の間、神に公然と反抗する地上には裁きの雨が降り注ぐ。また、キリストの日（二テサロニケ二・二）あるいは千年間の統治も含み、初めから終わりまで恵みの時代としてではなく正義の時代として続く。キリストと共に統治する聖徒たちについてこう記されている――「彼は鉄の杖をもって、陶器を打ち砕くように、彼らを治める」（黙示録二・二七）。また、王国が始まる時にキリストの共同相続人たちに与えられる裁く権威は、その後もずっと罪人を断ち切り続け（イザヤ六五・二〇）、すべての諸国民を苦しめ続ける（ゼカリヤ十四・十八）。この時代はもっぱら裁きの時代である。このように、人の日、恵みの日の終結は、延期になっていた義の日の始まりのしるしである。この時代にすべての裁きが行われ、以前蒔いたもののすべての収穫が現れる。この時代の本質的性格は、初めから終わりまで、行いが将来に反映されることである。


  さて、この正義の復権と統治こそ、本質的かつ必然的に報いを招来するものなのである。あわれみは義人の報いを遅らせる。なぜなら、それは罪人への恵みを引き延ばすからである。この世のために、弟子を苦難の中にとどめて、報いを妨げているのは、恵みなのである。しかし、恵みの御座（ヘブル四・十六）が正義の御座（黙示録四・二）に取って代わられる瞬間、悪人には正義が、義人には報いが臨まなければならない。そこで使徒たちは主に言った、「見てください、私たちはすべてを捨てて、あなたに従ってきました。それで、私たちは何をいただけるのでしょう？」。イエスは言われた、「復興において、人の子が栄光の座につく時、あなたたちも十二の座につくであろう」（マタイ十九・二七）。なぜなら、「死者が裁かれる時」は「僕たちに報いを与える時」でもあるからである（黙示録十一・十八）。諸国民に対する裁きは、神の聖徒たちが即位する合図である。「私はいくつかの座を見た。そして彼らはその座につき、裁く権威が彼らに与えられた」（黙示録二〇・四）。今、神の子供たちが即位して、神が最後に与えようとしておられる富や栄光を冠せられるなら、それは邪悪なことである。「あなたたちは私たち抜きで統治しています」と、パウロはコリント教会の豪商たちを穏やかに叱責した。「あなたたちが実際に統治してくれていたらと思います。そうすれば、私たちもあなたたちと共に統治できたでしょう」――王国が到来していたであろう。しかし、「私たち使徒はこの世の屑、すべてのもののかすのようになっています」（一コリント四・八）。それゆえ、正義が来たるべき時代を最初から最後まで統治するので、その時代は恵みの原理に訴えても無駄である。「なぜなら、人の子は彼の父の栄光の中で天使たちと共に来る。そしてその時、それぞれに行いにしたがって報います」（マタイ十六・二七：二テサロニケ一・六）。「そして、あなたたちは義人の復活の時に返礼を受けます」（ルカ十四・十四）。


  そこで、私たちの主は教会に対する裁きの絵を黙示録（裁きの書）の中に絶妙な形で挿入された。教会に対する裁きは現在進行中だが――なぜなら諸教会はこの時代に裁かれ、弟子たちはもっぱら来たるべき時代に裁かれるからである――それでも、この絵はベーマ特有の行為を示している。なぜなら、それは一貫して裁きの事柄だからである。このように、この七つの手紙――私たちの主の私たちに対する最後の言葉としてだけでなく、あらかじめ恵みの時代に与えられた、私たちに対する裁きの見本としても、きわめて重大な価値を持つ――は、私たちが彼の裁きの御座で直面しなければならない取り調べの種類を啓示しているのである。前提としての信仰に基づいて行われた働きだけが現れる――「わたしはあなたの働きを知っている」。それぞれの天使の行いの内容が、良いことも悪いことも厳密に審理される。それぞれの集会は勝利者と敗北者に分けられ、勝利者にはふさわしい約束が、敗北者には厳粛な警告が与えられる。これらの事柄は宇宙教会の真理のモザイクの中に織り込まれており、再来の時、すべての信者に臨む――「耳のある者は、御霊が諸教会に言うことを聞きなさい」。なぜなら、私たちの主が十分に強調しておられる報いと危険は、全くかの日のことだからである。今の時代、彼はこれをもって賞賛か叱責か、栄光か恥辱かの問題とはされない。これは絶えざる交わり、完成された恵み、危機的聖化、霊的乾燥腐敗とも関係ない。これは有用性の喪失、証しの失墜、不安な良心ではなく、今日における懲らしめでさえない。たとえ、これがみな真に関係していたとしても、そうなのである――私たちの主が挙げておられるこれらの事柄は、彼の再来と裁きを条件としているのである。すべての約束とすべての警告は、彼の再来という重大局面で実現するよう定められている。「見よ、わたしはすぐに来る」（黙示録二二・七）。「そしてすべての諸教会は、わたしが内なる部分と心を探る者であることを知るであろう。そしてわたしは、あなたたちの働きにしたがって、あなたたち一人一人に報いよう」（黙示録二・二三）。


  たとえ恵みの中にあっても、今生で裁きが信者を断ち切ることもありうる。「このことのゆえに、あなたたちの間では多くの者が弱く」――病弱であり――「病気であり」――消耗しており――「多数の者が眠ったのです」（一コリント十一・三〇）。救いの信仰は永遠の裁きから永遠に解放するが（ヨハネ五・二四）、それにもかかわらず、人の法律の中で最も重い判決を、たとえ恵みの日でも、神はご自分の民に下すことを余儀なくされることがあるのである。「もし私たちが自分自身を裁くなら」――自分自身の振る舞いを分析し、自分自身の行動を細かく調べて、すべてが聖潔に合致するようにするなら――というのは、ある程度、大いなる農夫の手から剪定ナイフを取り上げることは可能だからである――「私たちは裁かれることはありません」。自分を調べ、自分を批判し、自分で内側に裁きの座を設けるなら、今だけでなくこれから先も、あらゆる罪定めから解放してもらえるのである。「しかし、私たちが裁かれるのは」――ここでベーマの前に、懲らしめ全般に関する主要な啓示が示される――「主に懲らしめられることであって、私たちがこの世と共に罪に定められることがないためです」。カルバンは言う、「もし私たちが最初に釈明し、悔い改めの霊に燃えて、神の怒りにふれないよう祈るなら、私たちは差し迫った刑罰を防ぎ、軽くするのである――神が御手を伸べて裁かれるのを待つ代わりに自分自身を罰するのである。なぜなら信者もまた、一時的な刑罰によって抑制されなければ、永遠の滅びに向かって突進していただろうからである」。このように、信者に対する裁きは恵みをおびやかすものではないし、地位と特権の喪失は信じられないありえないことでもない。それはまさに、（ここで聖霊が明らかに述べておられるように）その地位を確固たる、安泰で、取り消しえない、永遠のものとするための一つの手段なのである。


  



  裁きの御座


  



  さて、私たちは教会に関するこの啓示全体の核心に到達した――それはキリストの裁きの御座である。「それゆえ、私たちの目的は」――この言葉は、ベンゲルがこの世で唯一の合法的野心と呼んでいるものにより、栄誉を愛して追い求めることを意味する（ランゲ）――「彼に喜ばれることです」。「なぜなら」――聖なる志の動機の源として――「私たちはみな」――すべての使徒、すべての預言者、すべての殉教者は――「キリストの裁きの御座の前に」「現れ」――私たちの自身の良心、全世界、とりわけ裁判官に対して現れるのであり、私たちの内側で、あるいは外側の生活で起きたすべてのことが完全に現れるのである（ランゲ）――「なければならないからです」――神の裁きのために本来必要なことであり、神の聖の正当性を証明し、私たち自身のもっとも高貴でもっとも聖い本能が満たされるためである。「それは（報いが）良いものであれ悪いものであれ」「めいめいが行ったことにしたがって」――働きが報いを正確に決定するのであり、キリストが彼の体で行われたことにしたがってではなく、死後体を離れてなされたことにしたがってでもない――「体を通してなされた事柄に対して」――それゆえ、行いだけでなく思考や言葉も対象である。なぜなら、脳や舌も関係するからである――「報いを受けるためです」――賃金の受け取りを表す専門用語である（ディーン・アルフォード）（二コリント五・十）。ランゲは言う、「キリストを喜ばせるというパウロのゆるぎない志は、彼とその仲間の信者たちが間もなくその前に現れることになる、あの法廷で良しと認められるとき初めてかなえられるのである。なぜなら、神の子供たちが肉体をもって生きていた間に行ったことはすべて、厳格な義の律法にしたがって、そこで裁かれなければならないからであり、一人一人の信者は自分が行った良い行いや悪い行いにしたがって報いを受けなければならないからである」。


  イザヤ書から引用された宣言の範囲は全宇宙だからである――「すべての膝は神にかがみ、すべての舌は神に告白する。そして」――これは普遍的なことなので、教会は除外されない――「私たちはそれぞれ、神に自分自身の申し開きをしなければなりません」（ローマ十四・十一）。そうならないわけにはいかないのである。教義や行いの対立による混乱――苦々しい論争、個人間の争い、破門や呪い――を見るとき、裁きの御座を否定し去ることは本質的に信じがたいことであり、ありえないことである。裁きの座がなければならないし、実際にあるのである。静寂主義者の年老いたモリノスは、異端の罪を着せられて獄屋に連行されるとき裁判官たちに言った、「私たちは裁きの日に再会するでしょう。その時、あなたたちと私と、どちらの側が正しいかわかるでしょう」。さらに、これは神の誓いに基づく。「わたしは自分をさして誓った、わたしの口から出た義なる言葉は帰ることがない」――この宣言は神の命と同じように変更不可能なものとして確立される――「すべての舌はわたしにかがみ、すべての舌はわたしに誓いを立てる」（イザヤ四五・二三）。それゆえ使徒は言う（ローマ十四・十）、私たちはみな裁かれることになるのですから、裁くのを差し控えようではありませんか、それは私たちのすべての行いの土台が私たちの神聖な裁判官によって良しと認められるためです、と。「私たちは労苦し」（欽定訳）――「奮闘し」（アルフォード）――「熱心であり」（スタンレー）――「このことを目的としており」（改訂訳欄外）――「彼に喜ばれたいという志を抱いています（改訂訳欄外）。なぜなら、私たちはみな、キリストの裁きの御座の前に現れなければならないからです」（二コリント五・十）。


  弟子たちがその前に現れることになる法廷は特別である。（１）それはベーマ１であり、スロノスではない。弟子たちを取り調べるための裁きの座であって、２反逆者たちの罪状認否のための王座ではない。なぜなら、裁く方（二テモテ四・八）は「僕たちと精算をする一人の王」（マタイ十八・二三）だからである。これは私たちの主が再臨する時に行われる、三種類の裁き（ローマ十四・十二、マタイ二五・三一、黙示録二〇・十二）の最初のものである。裁きは「神の家」（一ペテロ四・十七）から始まる。（２）取り調べを受けるのはクリスチャンだけである。「私たちはみな」――すなわち、「あらゆる所で私たちの主の御名を呼び求めるすべての人たちと共に、キリスト・イエスの中で聖別され、聖徒として召された者たち」（一コリント一・二）。これは神の全教会に対する最後の取り調べである。命の書が記されることはない。なぜなら、これは失われた者たちに対する裁きではないからである。「悪人は義人の裁きに耐えない」（詩篇一・五）。（３）これは命がかかっている裁きではない。「わたしの言葉を聞いて、わたしを遣わされた方を信じる者は、永遠のいのちを持ち、裁きにあうことがなく、死から命に移っている」（ヨハネ五・二四、ローマ八・一）。信者はキリストと共に十字架につけられ、カルバリで地獄の刑罰を免れた。これに基づいて、信者がこれ以上裁かれることはない。（４）この過程は個人的である。「ですから私たちはそれぞれ、神に自分自身の申し開きをすることになります」（ローマ十四・十二）。「私たちは」――クリスチャンは――「みな」――普遍的に――「裁きの座に」――司法の場に――「現れ」――公的に現れ――「立つ」――復活の中で立つ――「ことになります」――避けられないのである。「それぞれ」――個人的に――「神に」――神聖な方に――「申し開きをしなければなりません」――これは義務である。


  
    １ ローマの判事が持ち運んだ携帯用の法廷。

    ２諸教会は現在裁かれる（黙示録二・五）。今もこれからも、教会が団体的に――からだや花嫁として――裁かれることは決してない。しかし弟子たちは、彼らの団体的立場とは別に、僕としての各自の責任において申し開きをしなければならない。それゆえ黙示録では一つの実体としての教会は登場しない。唯一の例外（黙示録二二・十七）は、今の時代に言及するものである。またこの裁きの書全体を通して、神の子供たちは「僕」として以外登場しない。一つの例外は、千年期が過ぎて永遠に入るときである。悪人の裁きが千年間隔たっているこの事実（黙示録二〇・十七）は、二コリント五・十で「パウロが語っているのは正真正銘のクリスチャンのことであり、彼らの欠点や失敗はある日すべて暴露されること、それゆえ、このような問題を避けるよう目指さなければならないこと」を啓示している（国際批評注解）。個人を信者として裁くことは不可能である。なぜなら、義認においてはどの信者も異ならないからである。しかし、僕としての個人の裁きには様々な判決があり、奉仕や聖潔と同じく無限である。

  


  この過程はもっぱら司法的なものとして啓示されている。「めいめいが行ったことを受けるためです」。めいめいが神から何か不明なものを受けるのではなく、自分が「行った」「ことを受けるため」なのである。これは奉仕とは関係ない一般的な栄光の授与ではない。「自分がしたように自分にされなければならない」（レビ二四・十九）という神の律法の執行なのである。「欺かれてはいけません。神は侮られるような方ではありません。人が蒔くものは何であれ、これをまた刈り取ることになります」（ガラテヤ六・七）――これは弟子たちに対する言葉である。パウロはこれを鮮やかな明確さで述べており、二重に強調している。「どんな良いことを行っても」――裁判官が良しとするので――「奴隷であれ自由人であれ、主からその同じものを再び受けることになります」（エペソ六・八）。他方――「あなたたちは主キリストに仕えているのです。悪を行う者は」――裁判官が咎めるので――「自分が行った悪の報いを受けます。それには人の分け隔てはありません」（コロサイ三・二五）。


  私たちの働きや行動、「体によってなされた事柄」が証拠となる。私たちはみな、「私たちの真の光の中に現れ」なければならない（アルフォード）。大昔、軟らかい土の上に鳥がさっと舞い降りた瞬間に残した爪痕の化石が、今やその行動を硬石の中に記録しているように、私たちの行動は私たちの性格のまごうことなき刻印である。なされた事柄が体がいかなるものだったのかを示すのである。火で熱せられた（一コリント三・十三）パリンプセスト１のように、私たちの生活は自分自身が記したものを一行一行静かに未来に送っているのである。自分の目で見たもの、自分の耳で聞いたもの、自分の心が愛したもの、自分の精神が信じたもの、自分の口が語ったこと、自分の手が書いたこと、自分の足で歩んだ場所――これらは裁きの御座での疑いの余地のない証拠である。隠された事柄（一コリント四・五）、動機（マタイ六・一）、心構え（ルカ六・三六～三八）、正当な教会の決定（マタイ十八・十八）もまた、判決に影響を及ぼす。２


  
    １ パピルスや羊皮紙に書かれた文書で、以前に書いたものを消して再利用したもの。以前の文書が読み取れることが多い。（訳注）

    ２ マタイ五・七「あわれみ深い人は幸いです。その人はあわれみを受けるからです」、ルカ六・三七「罪に定めてはいけません。そうすれば罪に定められません」のような御言葉であらかじめ語られている、主の姿勢の麗しい変更もまた、依然として司法的である。つまり、弟子たちの振る舞いが自分自身に跳ね返るのである。しかし、記憶にない罪を私たちはどう取り扱えばいいのか、ということほど麗しい啓示はない。「多くの事柄で私たちはみなつまずきます」（ヤコブ三・二）。しかし、「あなたたちが人の過ちを赦すなら、あなたたちの天の父も、あなたたちを赦してくださいます」（マタイ六・十四）。「あなたたちが量る量りで、あなたたちにも量り返されるからです」（ルカ六・三八）。

  


  証拠が完全に賞を決定する。「それ（その賞）が良いものであれ、悪いものであれ」。ギリシャ語は賞を意味する。「それ」――すなわち、受けるもの――「が良いものであれ、悪いものであれ、なされたことにしたがって、おのおのが受けるためです」。賞（救いとは異なる。救いは信仰を通してであり、功績と対照的である）は働きによって完全に決定される。したがって、私たちの人生がどうありえたのか、また、依然としてどうありえるのかについて、神の御手によって記された草案がどこかに存在するのである。自分たちに対する神の御思いに驚くほど忠実に生きた人々もいる。神の当初の御旨を見いだして、それに従おうではないか。


  そこでパウロは言う、「私にとっては」――すべてのクリスチャンに対する実例、模範として――「あなたたちに裁かれることは」――キリストの教会に裁かれることは――「とても小さなことです」――最も重要性の低いことなのである、と（一コリント四・三）。「アジアにいる者たちがみな」パウロから「離れ去った」とき（二テモテ一・十五）、個人攻撃、厳しい非難、教会からの不信任、使徒の破門すらあったにちがいない。教会の広い範囲にわたって、彼の名は別れの言葉となった。パウロですらそうだったのである。祭司の処刑人たちがサボナローラを火刑の柱に連れて来た時、彼らは「我々はおまえを、この地上の戦う教会から追放する！」と叫んだ。孤独な英雄はそれに応えて言った、「しかし、天で勝利している教会からではない！」。使徒は言う、「人々は私を裁かないかもしれませんが、私も自分自身を裁きません。それは私に誤りがなくて人の裁きを軽んじているからではなく、人々にも私にも裁く能力がないからです」。「そうです、私は自分自身を裁きません」――私は自分自身では最終的裁きを下せません――「なぜなら、自分自身に対して何の間違いも感じていないからです」――私に罪の意識はないからです――「しかし、それで私は義とされるのではありません」――潔白で、申し分のない、完全な執事であると判明するわけではありません。ここでパウロは強力な強心剤を投与する。彼は私たちの手首を取り、ベテランの外科医のように、私がかつて経験したことがないほど強力なストリキニーネを注射器で注入する。「私を裁く方は主です」。信者の友人たちは信者をべた褒めし、批判者たちはこき下ろすかもしれない。この世はいずれにせよ信者を完全に誤解するだろう。信者自身の良心は晴れやかかもしれない。しかし、主だけが私たちを正確に評価し、精密に裁くことができる。「ですから」裁くために「主が来られるまで」「その時に先立って」――私たちの裁きはなされなければならないが、その時、その時節はまだ来ていないのである――「何事も裁いてはいけません」――最終的判決を下してはならないのである。もし、私の動機や内面生活を知っている私自身の良心ですら退けられなければならないとしたら、全く外面的な判断しか下せない人々の賞賛や批判にはなおさら低い価値しかない。そして、もし聖書によって治められている照らされた良心に咎めを感じないなら、人々の鋭い批評にむやみに落胆する必要はない。大戦争の初期、一人の若者がロンドンのレストランで席に着いた。別の席に着いていた二人の若い婦人は、互いにささやきあいながら数分間彼をじっと見つめ、それから彼に近づいて小さな箱を渡した。彼がそれを開けると、その中には白い羽が入っていた。彼は言った、「なんて奇妙なことだろう、同じ日に二つも同じ贈り物を受け取るとは。今朝、バッキンガム宮殿でビクトリア勲章を受け取ったばかりなのに」。もし良心の法廷で潔白なら、神の法廷でも潔白であろうという十分な望みを持つことができる。「愛する者たちよ、もし私たちの心が私たちを咎めないなら、私たちは神に対して大胆さを持ちます」（一ヨハネ三・二一）。今は安息しているある善良な人が言った、「人々に言いたいことを言わせておけばいい。彼らは私を傷つけられない。私はあの大きな白い御座の傍らに生きているので、傷つくことはない」。


  



  火によって試される働き


  



  聖書は次に裁きの御座の実際の機能を私たちに明らかにする。これはすでに岩の上にいる者たちに対する裁きである。「すでに据えられている土台のほかに、だれも他の土台を据えることはできません。この土台とはイエス・キリストです」。あるいは、イエスはキリストである、という土台である（一コリント三・十一）。神は事実を土台として据え、すべての賢い建築家は教理の土台を据える。「見よ、わたしはシオンに一つの石を据えて土台とした。これは試みを経た石、堅く据えられた尊い隅の石である」（イザヤ二八・十六）。再生された魂はみな、この岩の上に堅く植えられている。「イエスはキリストであると信じる者はだれでも、神から生まれています」（一ヨハネ五・一）。「イエス・キリスト」――これは個人の岩であり、「イエスはキリストです」――これは教理の岩である。すべての啓示、すべての再生、救われた何百万もの人々はみな、この土台に基づく。


  しかし、贖われた魂の前に再び新しい領域が開かれる。「しかし、その上にどのように建てるか、各自（弟子）は注意しなさい」。信仰の土台が据えられてはじめて、神は働きに目をとめるようになる。信じる前に行う働きは、悔い改められるべき罪である（ヘブル六・一）。「しかし」という言葉は、多くの上部構造を持つ一つの土台を暗示しており、「注意しなさい」という言葉は、回心の後、どのように信者が建てるかに重大な結果が伴うことを暗示している。ゆっくりと、確実に、気づかぬまに、働きの家――クリスチャンの教師にとっては教理の家――が一人一人の弟子の生活の周囲に築かれつつある。高価な花崗岩や大理石、銀の柱、金のコーニス。あるいは木の戸口、壁のために泥と混ぜ合わされた干し草、屋根をふくためのわら。最後の結果は次のとおりである。すなわち、一方の材料の組は火に耐えるが、他方は燃料になるのである。火が到来しつつあるのだから、「その上にどのように建てるか、各自は注意しなさい」。


  パウロはここで、水晶のように透明な明快さで報いについて述べている。「もし（キリストという）この土台の上に、人（弟子）が金」――金塊――「銀」――銀塊――「宝石」――大理石、碧玉、雪花石こう――「木、干し草、刈り株」――板材、しっくいのためにみじん切りにされた干し草、わら――「をもって建てるなら」「それぞれの（弟子の）働きはあらわになります。なぜなら、その火自身が各自の働きを検証するからです」――これは浄化することではない。なぜなら、可燃性のものは滅びるからである。これは罰することでもない。なぜなら、金も同じように調査されるからである。そうではなく、これは建物の真の姿を検証し、テストし、識別することなのである。「もしそれぞれの（弟子の）働きが残るなら、その人は報いを受けます」――すなわち、報いは裁きに耐えた働きに完全に限定されるのである。「もし（弟子の）働きが焼かれるなら、その人は損失を被ります」――その損失がどの程度のものであり、どれくらい続くのかは、ここでは述べられていない。「しかしその人自身は、火をくぐってきたかのように」――炎の回廊を逃れてきたかのように、燃えさかる燃えさしや、降り注ぐ火花のシャワーをくぐって――「救われます」――なぜなら救いは信仰を通してであり、回心以前やそれ以後になされた働きとは全く無関係だからである。一面に広がった火が、弟子たる身分をなめ尽くして検査し、何が報いを受けるのにふさわしいのかを厳密に決定するのである。生涯を通して築き上げてきたものが倒壊し、弟子たる身分が完全に崩壊する時、その人は「焼け跡から逃れてくるときに焼かれつつ」（スタンレー）、「命からがら助かるのである」（ランゲ）。


  材料の選択は弟子の選択の範疇である。「もしだれかがその土台の上に金、銀、宝石、木、干し草、刈り株をもって建てるなら」。すべての弟子が、どの材料をもって建てるのか、完全な決定権を持っている。弟子は自分の選んだものを選択するのである。競合する動機がこの選択を左右する。人気、社会的信望、富、快楽。あるいはキリストへの愛、忠誠、真理の感覚、神への畏れ。尊い石造物とは何か？土台に合う材料である。今日、世界には無数の声があるが、賢い人にはただ一つの声があるだけである。「天と地は（火の中で：二ペテロ三・七）過ぎ去るが、わたしの言葉は過ぎ去ることはない」（マタイ二四・三五）。すなわち、神の言葉は裁きの火を乗り切るのである。すべての考え、すべての言葉、すべての行動は、聖書という採石場から取られたもので築かれなければならない。クリスチャンの教師にとって、啓示の宝石のために適切な枠組みを作ることほど高い水準はない。クリスチャンの弟子にとって、神の御言葉の中に啓示されている神の御心を生活の中にもたらすことほど高い水準はない。一方は聖書を魂の中にもたらし、他方は聖書を生活の中にもたらす。


  裁きの御座で、続いて弟子の働きがあらわにされる。「それぞれの（弟子の）働きがあらわにされます。なぜなら、かの日がそれを明らかにするからであり、それは火の中であらわされるからです」。信者の生活はパリンプセストであり、神の火に近づくにつれて、それまで見えなかった文章が見えるようになる。土台が試されるのではない。イザヤが言うように、それはすでに試みを経た石である。火が探るのはその上部構造である。どの信者も自分の立場については試されないが、自分の歩みが試されるのである。信仰ではなく働き、命ではなく生活、土台ではなく上部構造が試されるのである。「その火自身が、それぞれの（弟子の）働きがどうであるか証明します」。材料の種類がその火によって完全に明らかにされ、キリストの目によって徹底的に探られるのである（黙示録一・十四）。火は清めるのではなく、試すのである。そして可燃物を探り当てて、それを燃やす。キリストは私たちの働きを浄化するのではなく、司法的にそれを探られるのである。「炎のような目を持つ神の御子がこう言われる」――ここに火がある。「わたしはあなたの働きを知っている」――この火は材料の中心まで及ぶ。「あなたの愛と信仰と奉仕と忍耐を知っている」――この火は質を検査し、金を見いだす。「また、あなたの終わりのわざが初めのわざより多いことを知っている」――この火は量を検査し、多くの純金を見つける（黙示録二・十九）。この火が証明するのである。


  今や裁きの御座が判決を下す。「もし、その土台の上に建てた人（弟子）の働きが残るなら、その人は報いを受けます」。救いは土台に基づき、報いは上部構造に基づく。１「もしその働きが残るなら――報いを受けます」。報いは完全に働きを条件としているのである。「もしその人（弟子）の働きが焼かれるなら、その人は損失を受けます。しかしその人自身は、火をくぐってきたようではあっても救われます」。私たちの主も、かろうじて救われる可能性について語られた。「そうでないと、あなたたちは報いを受けることはない」（マタイ六・一）。その人自身は救われる――なぜなら、いかなる魂も決してキリストの土台から一掃されることはありえないからである。しかし、その人の働きは焼かれる――なぜなら、弟子としての身分は哀れな大火災により消失することがありうるからである。苦労して建てた住まいの上に焼夷弾が落ちるとき、その中の住人は突然燃え上がった火の手に困惑し、赤々と燃えあがる火の海をくぐって命からがら逃げのびるのである――「その人自身は、火をくぐってきたようではあっても救われます」。それゆえ、「そこで各自（弟子）に、自分自身の働きを吟味させなさい」（ガラテヤ六・四）。「ああ、常に永遠のために生き、永遠のために宣べ伝え、永遠のために祈り、永遠のために語ることができたら！私はただ神にまみえたいのです」（ホィットフィールド）「主人が帰って来た時、そのように行っているのを見られる僕は幸いです。わたしは真実をあなたたちに言いますが、主人は自分の持ち物すべてを彼に管理させるでしょう」（ルカ十二・四三）。


  
    １「キリストの外では、どんな良い働きもありえない。キリストの中に入ることは働きによって勝ち取ることではなく、働きの功績によるのでもない。キリストの中で信仰によってなされた働きはすべて良いものであり、神にとって喜ばしいものである。そのような働きを行うことは、私たちの中にあるキリストの命の働きである。働きは命のしるしであり、その実である。働きは私たちから出るのではなく、命から、彼から出る。働きは私たちのクリスチャン生活の尺度である。働きが豊かであれば、神への接近も親密であり、神からの報いも豊かである。なぜなら、働きは私たちが神に似た者となるための歩みだからである。それゆえ、神の子供の良い働きにどれほど効力があっても驚くには及ばない。それは私たちの中にある彼ご自身の御言葉を、神が評価し、神が擁護し、神が増やし、神が栄化されることなのである」一ヨハネ三・二二に関するディーン・アルフォードの注解。

  


  



  冠


  



  このように裁きの御座の司法的性格が完全に明らかになった。次に、この取り調べの客観的結果に移ることにする。直ちに明らかになるのは、冠が承認された奉仕に基づく条件付きのものであるということである。冠は額の周りにかぶる花飾りであり、その額を他の額より目立つものとする。それは地位の象徴であり、受け継いだ名声あるいは獲得した名声のしるしであって、それ自身の固有の値打ちとはかけはなれた価値を持つ。冠には大きな値打ちがあることがしばしばである。ジョホールのサルタンの冠には二百万スターリングの値打ちがある。英国の冠は元々二十五万スターリングの値打ちしかなかったが、今では世界最大のカリナンダイヤモンドが加わったことで遙かに高価なものになっている。宮殿の土台自体を宝石で築く方は、ご自分の王たちに無価値な記章をお与えにはならない。他方、ロンバルディの鉄の冠やスコットランドのオーク材の冠のように、冠自身にはほとんどあるいは全く値打ちがないこともある。ギリシャの精鋭の男たちが争ったイスミアの冠は一握りのベイリーフやオリーブの葉でできていて、それ自身には何の値打ちもない。彼らが走った目標は葉ではなく、葉が授与する栄光だったのである。したがって、本来ささやかな値打ちしかない冠でも――そしてこれは聖書を解明するのに決定的に重要な点であるが――それが帯びている意味合いのゆえに、あらゆる冠の中で最も貴重なものかもしれないのである。預言の学徒なら、パリのルーブルにあるシャルルマーニュの冠を見た時の興奮を忘れられないだろう。それは世界で最も古く、最も威厳のある冠だが、それにもかかわらずきわめて簡素で、幾星霜も重ねて古ぼけている。恐らく、反キリストはある日、この冠をかぶるだろう。冠の価値は、それが何であるかではなく、何を意味するのかによって決まる。「競技で走る者はみな走りますが、賞を受けるのは一人だけであることを、あなたたちは知らないのですか？」。パウロは何の賞について述べているのか？「さて、彼らがそうするのは朽ちる冠のためですが、私たちは朽ちない冠のためです」。また、パウロは誰に語っているのか？「コリントにある神の教会へ、すなわち、キリスト・イエスの中で聖別され、聖徒として召された者たち、それと共に、私たちの主イエス・キリストの御名を至る所で呼び求めているすべての人へ。彼は彼らのもの、また私たちのものです」（一コリント一・二）。つまり、教会に対して、冠のためにレースを走るよう求めているのである。血によって聖別された者たちに、栄光ある地位に到達するよう勧めているのである。再臨の時に与えられる冠は、新生に基づいて与えられるのではなく、達成に基づいて与えられる。「冠」を表すために御霊が用いておられる言葉は、個人の勝利に対して授与される花飾りを意味する。パウロはこれをすべて自分自身にあてはめることで特に明らかにしている。パウロは回心者だった。彼は復活した主を礼拝していた。彼は新生の結果、内住の御霊を持っていた。彼は永遠のいのちという神の不変の賜物を獲得していた。それにもかかわらず使徒自身、冠を得られるかどうかわからない、と述べているのである。「私は自分の体を打ち叩いて従わせます。それは他の人々に宣べ伝えておきながら、自分自身（冠を）得損なうことが決してないためです」。ジョージ王が一九〇二年、彼の父の戴冠式の時にかぶった冠には、きわめて珍しい極楽鳥の羽の房がついている。この鳥は生け捕りにして羽を抜かなければならない。鳥が死ぬと、たちまち羽からつやがなくなってしまうからである。この鳥は虎の生息地によく現れるので、その捕獲には大きな危険が伴う。ウェールズの王子の冠は羽を集めるのに二十年要したが、一万ポンドの値打ちがある。しかも、数十名の猟師の命が犠牲になったのである。殉教者たちの冠のなんと素晴らしい比喩だろう！「死に至るまで忠実でありなさい。そうすればわたしはあなたにいのちの冠を与えよう」（黙示録二・十）。


  それゆえ、パウロは戴冠の条件を明らかにして、全教会をそれに召す。（１）自制が冠を獲得する上で必要不可欠である。「試合で競技する人はみな、あらゆることで節制します。（中略）それゆえ私は自分の体を打ち叩いてそれを従わせます」。信者が戦う敵は内側にいるのである。神が救うのは傷ついた魂だけであるように、彼が冠を賜るのは傷ついた体だけである。「こういうわけで、地上にあるあなたたちの肢体、すなわち、淫行、汚れ、情欲、邪悪な欲、むさぼりを死に渡しなさい」（コロサイ三・五）。訓練中の選手は有害なものを断つだけでなく、疑わしいものも差し控える。「私たちもあらゆる重荷と、いとも容易にからみつく罪を放棄して、忍耐をもってレースを走ろうではありませんか」（ヘブル十二・一）。（２）冠の栄光は人にやる気を起こさせる。コリントの運動選手は十ヶ月苦しむことにより、パセリの花輪または野生のオリーブの冠を勝ち取る。その栄光は冠と同じようにしぼんでいった。「さて、彼らは朽ちる冠を得るためにそうしますが、私たちは朽ちない冠を得るためです」。私たちの冠は「しぼむことのない」冠である（一ペテロ五・四）。それは永遠に色あせず、だれも私たちの額から取り去れない。それはルールに従って競う者に保証されている。「ですから私は目標のはっきりしない走り方はせず、空を打つような拳闘もしません」。仮にこれが述べているのが、パウロが確実に冠を得ることだとしても、彼が「多くの」（二四節）失敗者たちとは違って受賞者であることを（後に彼が知ったように、二テモテ四・八）彼が啓示によって知っていたことを意味するにすぎない。しかし、これはそういう意味ではない。そのすぐ後で（二七節）自分も安全ではないことを彼は断言しているからである。彼が示しているのは、条件を満たすなら、間違いや、審判のえこひいきや、考え得るいかなる誤りによっても、賞を奪い取られることはありえない、ということである。どれほど完全に訓練を積んだ運動選手でも、イスミアの試合では追い抜かれるかもしれない。しかし、神の規準に合格したすべての人のために、十分な冠が存在するのである。（３）不従順によって冠は剥奪される。「だれもあなたの冠を奪うことがないように、あなたが持っているものをしっかりと保っていなさい」（黙示録三・十一）。この激励はパウロの魂をしっかりと捕らえた。「それは、（救いの名簿のために）人に宣べ伝えておきながら、（賞に関して）自分自身が失格することがないためです」。


  このように、どの冠も信じた後に行われた働きに基づく条件付きのものであること、また、どの冠も業績によって獲得できるものであることは確かである。私たちの主ご自身、多くの冠をかぶって戻ってこられる。神の御子が身にまとっておられるもの、彼の受難、性格、王権の上に押された最終的な証印と神が見なしておられるものが、無意味な装飾や不当な区別であるはずがない。私たちが恵みの中で私たちの主に近づくように、私たちは栄光の中で彼に近づくし、また、そうするよう心がけるべきである。「彼の頭上には多くの王冠（または冠）がある」からである（黙示録十九・十二）。これはティアラであり、法王のティアラはその偽物である。これは各種の要素から成る冠であり、幾段も積み重なっていて、多くの冠を統合したものである。英国の王や王女の戴冠式の時、四つの冠が用いられる――聖エドワードと聖エドギタの冠、それに国家の二つの冠である。後者の二つは君主の個人的資産として、戴冠式のたびに造り直されることがある。（１）朽ちない冠――「レースではすべての人が走りますが、賞を受けるのは一人だけです。さて、彼らは朽ちる冠を得るためにそうするのですが、私たちは朽ちない冠のためです」（一コリント九・二四、二五）。走行中落伍した走者が冠を受けられようか？「あなたたちは賞を得るように走りなさい」。（２）喜びの冠――「私たちの主イエスの来臨の時、御前での私たちの希望、喜び、喜びの冠は何でしょうか？」（一テサロニケ二・十九）。決して一人も義に立ち返らせたことのない者が、多くの人を義に立ち返らせた功績に対する冠を受けられようか（ダニエル十二・三）？（３）栄光の冠――「こういうわけで、私はあなたたちの間の長老たちに勧めます。（中略）神の群れを牧しなさい。（中略）そうすれば、牧者の長が現れる時、あなたたちは栄光の冠を受けます」（一ペテロ五・一～四）。決して牧したことのない者が、神の群れを牧した報いを受けられようか？（４）義の冠――「私は信仰を守りました。今からは、義の冠が私のために用意されています。（中略）私だけでなく、彼の出現を慕ってきたすべての人にも授けてくださいます」（二テモテ四・七～八）。決して用心深くなかった者が、用心深さに対する冠を受けられようか？（５）いのちの冠――「誘惑を耐え忍ぶ人は幸いです。なぜなら、良しと認められた時、いのちの冠を受けるからです」（ヤコブ一・十二）。誘惑に屈した者が、誘惑に抵抗したという理由で冠を受けられようか？信者が冠を失うかもしれないことは、聖書の他の真理と同じように確かなことである。「だれもあなたの冠を奪うことがないように、あなたが持っているものをしっかりと保っていなさい」（黙示録三・十一）。冠は報いであり、条件を満たさなければ与えられないからである。「試合で競技する人は、規定どおりに競わなければ、冠を受けることはできません」（二テモテ二・五）。神は聖潔を冠への通行証とされたので、冠はその聖潔の現れにほかならない。冠が与えられるのはレースの最初ではなく最後である。それは勝利を得た走者にのみ与えられる栄光の飾り輪であり、勝利を得た走者は注意深くレースの規定を守った者である。「このように冠を受けられるというのに、それを勝ち取るためにすべてを犠牲にして準備しないなら、私は愚か者以外の何者でもないだろう」（ウェッブ-ペプロー）。一八八一年、ルーマニアに王国が建国された時、そこには冠がなかったのでチャールズ王は言った、「武器庫に人を遣わし、戦利品の大砲を溶かして鉄の冠を作成せよ。戦場で勝ち取ったしるしとして、また、我々の命で買い取ったしるしとしてである」。


  



  冠を得損なうおそれ


  



  さて、パウロは直ちにきわめて重要な究極的型を用いて、贖いのまさに最初からこのように何度も予示されている神の二面の真理を強調する。パウロは言う、荒野におけるイスラエルは私たちに対する現実的かつ実際的な型である、と。「これらの事柄において、彼らは私たちの型となりました。これらの事柄が彼らに起きたのは、予表としてです」（一コリント十・六、十一）。神が彼らの経験を選ばれたのは、ご自分の性格を示す例外的啓示としてではなく、恒久的啓示としてである。人が経験することはみな、彼らの経験同様私たちの経験も、神の唯一不変の性格から発しなければならない。さらに、神は教会のために目的をもって、このように働き、このように書き記されたのである。「これらの事柄において、彼らは私たちの型となりました。それは彼らが欲望に耽ったように、私たちが欲望に耽らないためです」。「これらの事柄は私たちへの警告として書き記されたのです」。この霊感された記録は並行する事柄を立証するために存在するのである。神がこのように働かれたのは、私たちが神の性格を知るためであり、神がこのように書き記されたのは、私たちがそれを永遠に覚えるためである。さらに、この並行する事柄は特に裁きのわざを指し示す。「彼らは荒野で打ち倒されました。さて、これらの事柄は」――何度も繰り返された打ち倒しは――「私たちへの予表です」。これらの裁きは岩のように御言葉の中に永遠に埋め込まれている。それは、荒野が教会の幼稚園となるためである。この並行する事柄を拒否することは霊感を覆すことであり、それを無視することは聖書を封じることであり、それを認めることはキリストにある信者に重大な危機を開示することである。


  使徒は予表を用いて、私たち自身の霊的立場として広大な基盤を据える。「私たちの父祖たちはみな雲の下にあり」――小羊の血によって贖われ――「みな海を渡り」――神なき世から分離され――「そしてみな雲の中で、また海の中で、モーセへとバプテスマされました」――人々は罪に対して葬られたのである。「そしてみな」――主の食卓から――「同じ霊の食物を食べ」「みな同じ霊の飲み物を」――打たれた主からの御霊を――「飲みました」。「彼らは、彼らについて来た霊の岩から飲んだからです。その岩とはキリストです」。恵みの立場をたった数語でこれほど包括的に述べることはまず不可能であろう。もし特権のゆえに免除されていたなら、イスラエルは倒れなかったはずである。さて、驚くべき、熟考された対比に注意しよう。「ところが神は、彼らの大部分を喜ばれませんでした。なぜなら、彼らは荒野で打ち倒されたからです」。みな雲の下にあり――みな浸され――みな食べ――みな飲んだにもかかわらず、大部分が打ち倒されたのである。なぜなら、「競技で走る者はみな走りますが、賞を受けるのは一人だけ」だからである。すべての者――全イスラエル――のうち、大部分――全イスラエルから二人を除いて――が打ち倒された。「ですから、立っていると思う者は倒れないよう注意しなさい」。１


  
    １ 二人の生者――カレブとヨシュア――と二人の死者――ヤコブ（創世記四九・二九）とヨセフ（ヨシュア記二四・三二）――が、王国の四重の継承（ルカ十三・二四）を見事に表している。ヤコブとヨセフの骨は約束の地に運び入れられた。

  


  神の鋭利な二者択一の問いが、私たちを左右の角で突き刺す。打ち倒されたイスラエルは、信者の永遠の滅びか、あるいは、報いの喪失の型である。もしそれが栄光の喪失でないなら、いのちの喪失である。しかし、これは文脈から決定される。「競技で走る者はみな走りますが、賞を受けるのは一人だけであることを知らないのですか？ですから、賞を得られるように走りなさい。（中略）なぜなら１兄弟たちよ」――あれほどまでに特権を受けていた――「私たちの父祖たちが投げ倒されたことを、あなたたちに知らずにいてもらいたくないからです」。危機に瀕しているのは永遠のいのちの賜物ではなく、賞なのである。神が私たちを血の下に置かれるとき、その効力は決して私たちから取り去られることはない（ローマ八・一、ヨハネ十・二七～二九、ローマ十一・二九、ヘブル九・十二）。また神は、賞を取り消せない賜物としてこれまで示されたこともない。特権が五重で打ち倒しも五重だったのだから、最も優れた聖徒ですら最悪の罪に注意する必要がある。「規定どおり競わなければ、冠を受けることはできません」（二テモテ二・五）。神の選びという祝福された現実も、選ばれた者の罪に対して何の保護にもなりえないのである。モーセを思い出してほしい。２「さて、これらの事柄が彼らに起きたのは予表としてです。これらの事柄が書き記されたのは、諸々の時代の終わりに臨んでいる私たちへの警告のためです」。ディーン・ファラーの話によると、ビクトリア王女はかつて付き添いの牧師――おそらく彼自身――に再臨について告げて言った、「私が生きている間に主が来られることを、私はどれほど願っていることでしょう！」。彼は、「どうしてでしょうか、女王陛下？」と尋ねた。女王は震える口で答えた、「ぜひとも私の冠を彼の足下にささげたいからです」。ただ聖別された奉仕における私たちの成果にしたがって、かの日、私たちは彼の足下に栄光をささげるのである。


  
    １ 改訂訳と校訂版を見よ。

    ２ モーセは独特な方法で葬られ、一四〇〇年後に変貌の山の上に現れた。この点で、モーセの生涯には型としての別の面がある。以前モーセは型として良き地から締め出されたが、すべての預言者たちと共に（ルカ十三・二八）王国にあずかることを個人的に確信していた。モーセは変貌の山の上で死んだ聖徒たちの唯一の代表として進み出た。なぜなら彼は「僕として彼（神、民数記十二・七）の家全体において忠信」だったからである（ヘブル三・五）。

  


  



  クリスチャンの責任


  



  資産を任されるなら、必然的にその収支報告をする日が来ることになる。それゆえイエスは、ご自分が僕たちに預けたタラントで僕たちが商売を行う長い期間の後、「これらの僕たちの主人が帰ってきて、彼らと精算した」（マタイ二五・十九）と仰せになる。このたとえ話は、高貴な生まれの人の出発から帰還まで――すなわち、私たちの主の昇天から再臨まで――の全期間を網羅する。したがって、およそ二千年にわたって地上で彼の商売を行ってきたすべての人を含む。また、キリストの教会が存在する期間、その期間だけを網羅しており、教会の働きと裁きの全歴史もそうなのである。託された物はわずかだが、その支出によって得られる見返りは莫大である。一タラントを十タラントに増やして最も稼いだ僕に対して、私たちの主は「あなたはごくわずかなものに忠信だった」（ルカ十九・十七）と言われる。私たちは目立たない無名の存在で、土地もなく、家もないかもしれない。友人さえいないかもしれない。地位も力もないかもしれない。それにもかかわらず、私たちには託された資産があるのである。それを正しく用いるなら、メシヤ王国の時代、それは計り知れない富と力になりうるのである。


  さて、私たちの主の主要な強調点は三番目の僕である――失敗したこの三番目の僕に対しては七節費やされているが、成功したそれぞれの僕には三節しか費やされていない。したがって、この僕は誰かという点に、このたとえ話におけるキリストの中心的教えがかかっている。そして、この僕は自分自身かもしれない、ということを私たちが理解しないなら、森の木の葉の下に隠されている人捕り罠のように、私たちは自分を隠れた危険にさらすことになるのである。なぜならどの真理も、それを得るとき、電気ショックのように魂の上に降りかかるからである。この節を自分に適用することを拒む信者は、この三番目の僕が有罪になった過ちをことごとく犯しているかもしれないにもかかわらず、自分自身を鉄の鎧で覆ってしまい、自分の上に振り下ろされる神の剣を鈍らせて無害化してしまうことは明らかである。この三番目の僕の霊的立場を知ることは決定的に重要である。


  さて、この僕は神の子供であることが以下の事実から立証される。（１）他の僕と同じように、彼は主の昇天の際、私たちの主の資産を任されている。しかし、キリストは地上におけるご自分の働きを救われていない人に託されたことはないし、現にそうである。したがって、この人は他の人と同じように救われた人である。イエスは彼ら全員を「ご自分の僕たち」と呼んでおられる。文字どおりには、主人が金で買い取って所有している「奴隷たち」という意味である。「旅立つ時、この高貴な人は、自分の財産を以前のように自分で個人的に管理できなくなるので、不在の間、それを忠信な者の手に預けなければならなくなった。そこで彼は、見知らぬ労働者ではなく、僕として所有している自分自身の僕たちを呼んだ。そして彼らの主人として、彼は彼らが自分の益を自分たち自身の益と見なすであろうと期待された。それゆえ、自分が後に残していく資産を彼らに、彼らの手に託したのである」（ゲーベル）。この僕たちの能力はかなり異なっている――両極端では五対一という具合である。しかし、彼らは共通の資産を所有しているという点で違いは全くない。（２）三人の僕たちは同じ場所で同じ時に一緒に裁かれる。しかし、邪悪な死者は大きな白い御座（黙示録二〇・五、十二）まで裁かれることはなく、それは贖われた者の裁きの千年後のことである。そこでこの怠惰な僕は最後によみがえらされて最後に携え挙げられ、三人のうち最後に裁かれるのである。なぜなら彼は、「主の御旨を知りながら、用意もせず、主の御旨を行いもしなかった僕」（ルカ十二・四七）だからである。三人の僕たちは一緒に裁かれているので、全員贖われている。彼らは一度きりの裁きで裁かれる。その裁きに出廷するのは教会であり、ただ教会だけである（二コリント五・十）。そしてこの裁きはパルーシアの中で行われるので、その場に至る唯一の道は携え挙げであり、必然的に救われていない人はみな物理的に除外される。救われている者以外、だれも裁きの御座に来ることはできないのである。１（３）三人の僕たちはみな、七つの教会のように、ただ自分たちの働きに基づいて裁かれる。不在の王に対する彼らの信仰と愛が示唆されており、前提となっている。彼らの立場が問われることは決してない。もしこの三番目の僕が救われていない人だったなら、彼の働きは決してどんな理由があっても受け入れてもらえない。初臨と再臨の間、働きに応じて裁かれるのは贖われた者だけである。なぜなら、キリストから受け入れてもらった者たちだけが彼のために働けるからである。神の僕にはみな、この世でキリストのために行うべき奉仕があり、遂行すべき委託がある。この任務、この委託こそ、人を「僕」とするものである――この称号を名乗ることを使徒たちはこよなく愛した（ローマ一・一、二ペテロ一・一、ヤコブ一・一、ユダ一）。信者が受けた救いこそ、信者が商売を行える唯一の立場であり、ただ教会だけが、神の取引が永遠に行われ続ける市場である。「このたとえ話の意図は、信仰から完全に堕落してしまった人、背教者を描写することでないのは明らかである。僕としての関係を解消したり、自分のタラントを浪費したりしてはいないが、主の益のためにそれを用いなかった人、自分の義務を果たさなかった人を描いているのである」（オルシャウセン）。（４）圧倒的なのは最後の証拠である。このタラントと対をなすたとえで、救われていない人が救われている人と注意深く対比されている。一方は市民として、他方は僕としてである。世界にはこの二つの階級しかなく、人類を鋭く二分している。僕たちに私たちの主は地上の全財産をお預けになったが、市民たちは昇天したキリストの後から、「私たちはこの人に私たちを支配してほしくありません」と伝言を送った。この伝言は、トレンチ大司教が言うように、終末の大背教のとき完全かつ最終的に成就されるだろう。三人の僕たちはみな、イエスを主として受け入れ、神の奉仕の中に絶対的に入ったのである。「彼ご自身の僕たち、すなわち、信仰によって彼のものになった者たちは、そうなろうとしない市民たちと対照的である」（ステア）。この市民たちは彼の御前であわれみを受けることなく滅ぼされる（ルカ十九・二七）。「この一人の僕は、キリストのからだである教会の機能していない肢体を表しており、自分の義務を果たすことに失敗した人である。それに対して、この市民たちは公然たる敵対者であり、それゆえ、彼らの主は彼らを殺すよう命じられるのである。この処罰はこの一人の僕に言い渡された叱責と本質的に異なることは明らかである」（オルシャウセン）。


  
    １ トロントの集会で一人のクリスチャン女性が講師の所に来て言った、「私はびっくりしてしまいました！自分はどんな裁きにも遭うことはない、と思っていたのです。それではどうすれば自分が救われているかどうかわかるのでしょう？」。講師は言った、「ご婦人、答えはいたって簡単です。裁きの御座の前に立つ瞬間、あなたは自分が救われていることを知るでしょう。救われている人以外、だれもそこに立つことはないからです」。死者の間の失われた者たちは大きな白い御座まで裁かれず、それは千年後のことである。

  


  それゆえ今、私たち全員が直面している危機がわかる。その危機を私たちの主は警告灯のように閃かせておられる――その危機に最も瀕しているのは、特筆すべきことに、最も低い弟子なのである。その危機とは何か？神が私たちに賜ったものを過小評価することである。キリストはそれぞれの僕に、賢く用いることができると思うものをお与えになる。その分量は、僕が扱うことができ、それによって利益を上げられる分である。どの僕も、「主よ、あなたは私に何も与えてくださいませんでした」と言うことはできない。キリストはどの僕にも、能力や条件以上の成果をあげるようにとは期待しておられない。最も貧しい者、最も無学な者、最も無名なものでさえ、「ごくわずかなもの」を持っており、それで将来莫大な富を築けるのである。「怠惰な僕にも『彼自身の能力に応じて』一タラントが託されている。それゆえその僕は、他の僕たちが自分の賜物を用いて働けるのと同じように、自分の賜物を用いて自発的に働けるし、またそうする義務を負っているのである」（ゲーベル）。しかし彼は、自分の条件を過小評価するあまり、それを地面の中に――世俗の中に――埋めてしまったのである。彼の肉欲は彼の恥である。なぜなら彼は神の子供だからである。彼の肉欲は彼の資産を台無しにしてしまったのである。「彼を有罪にした事情とは、その金の所有者は彼の知らない人ではなく、彼の主人だったことである。その主人に彼は僕として拘束されていたのである」（ゲーベル）。なぜなら、タラントを所有することによってではなく、ただそれを活用することによってのみ、私たちの報いが決定されるからである。報われるのは最初の五タラントや二タラントではなく、二番目の五タラントと二タラントである。そこでイエスは、三番目の僕を最初の二人と対照的に描写して、「良い」「忠実な」僕と言う代わりに、「邪悪で」「怠惰な」僕と述べておられる。一般的な意味で「良く」ないのではなく、良い僕ではないのである。同様に、一般的な意味で「悪い」（邪悪）のではなく、悪い僕なのである。一方が良かったのは忠信さのためであり、他方が悪かったのは怠惰のためである。「怠惰な僕よ、というこの特色ある呼びかけが、彼の咎をすべて言い表している」（ステア）。役に立たないことであって（マタイ二五・三〇）、再生されていないことや、背教者だということではない。金を悪用したり、横領したり、浪費したわけでなく、ただ隠してしまったのである。私たちの主は彼を何の咎で叱責しておられるのか？不信仰、再生されていないこと、反逆、背教、姦淫、盗み、殺人だろうか？否、神の僕として自分の一生を全く有効に用いなかった点だけである。彼が犯した過ちは、自分の力を差し控えて神に仕えなかったことだけである。彼は費やすべき時にしまいこんでしまったのである。彼には神聖な義務感というものが全くなかったのである。「このたとえはひどい罪人たちに対するものではない。この警告は、神の王国の活動圏のために神によって装備されているのに、自分のタラントを隠している人たちに対するものである」（トレンチ）。彼の言い分はこうである、「神が要求しておられるようには聖くなれないので、このように厳格な要求を満たそうとするのはやめよう」「私は働きに応じた報いの教理を心底拒絶する。キリストの僕としての責任をすべて否定して、回心の時に託された恵みの賜物を維持する責任だけ負うことにしよう」。しかし彼の言い分は（彼の主が言うように）彼が真理を知っていることを暗示している。裁き主の返答はこうである――「この原則の厳しさを意識していたからには、その要求を満たすようより多く――より少なくではなく――注意を払うべきだったのである」。「したがって、この邪悪な僕はこの内奥にある真理、このごく正当な要求を自分の口で証ししなければならない。この真理、要求にしたがって、主は蒔いたり授けたりしたものから実を要求されるのである――神は実と働きを求めておられるのである」（ステア）。裁きの時、もし信者が回心のとき授かったものしか持っていないなら、それは非難されるべきことである。彼の生活が良くなかったので、彼の罰もそのとおりである。彼は明るく照らされた祝祭の大広間の外の暗闇に追い出される。１「ここではこの僕について、それ以上の罰は述べられていない。主の王国にあずかれない、ということだけで十分である」（ゲーベル）。失われた機会、浪費された恵み、ないがしろにされた特権、売り渡された長子の権について、泣いたり歯がみしたりするのである。２


  
    １ パルーシアは濃い暗闇の場所であり（詩篇十八・九）、その中にシェキナの栄光が宿っている（マタイ十六・二七）。したがって、内側の光の輪から王国の境界に追い出されることは、外側の雲のテントの暗闇の中に追放されることである。

    ２ 「もしこの僕が信者ではなく、口先だけの者なら、忠信でなかったクリスチャンを表すものがこのたとえには何もないことになる」（Ｃ．Ｇ．トランブル）。

  


  忠信な僕の二人は、「裁きの日に大胆さを持つ」（一ヨハネ四・十七）顕著な例である。二人とも喜びながら前に進み出る。彼らは自分たちの手に証拠――倍になったタラント――を持っているからである。二人とも直ちに彼らの主の喜びの中に入るよう招かれる――それは彼の王国における私たちの主の喜びであり、そのために彼は恥をものともせず十字架を耐え忍ばれたのである。「彼が王の力と栄光を帯びて天から再臨される時、神は彼にメシヤ王国を打ち立てる権威を賜るのである」（ゲーベル）。１三番目の僕も忠信だったなら、そうなっていただろう。「彼は彼の主人の王国に何の分け前も持たない。したがって、彼のような人はキリストの王国に何の分け前も持たないであろう」（ゲーベル）。忠信な僕の二人は、彼らの主人の権益のために、自分たちの能力と力をすべて活用した。主人の帰りが長引いても、彼らは怠けたり不注意になったりしなかった。むしろ反対に、その長引いた時間を利用して、より多くの利益を上げたのである。彼らは教会の中で得たものを王国の中で刈り取る。「良くやった」という言葉は、「彼らがよくやった」からにほかならない。「この期間が与えられているのは、彼らが何もせずに待っているためではない。彼ら自身にとって、これはきわめて重要な期間である。なぜなら、この期間は彼らに試験期間として定められており、それをどう用いるかによって、キリストの王国に入れるかどうか、そして王国における彼らの地位が決まるからである」（ゲーベル）。私たち自身の利益を増す方法は、私たちの主の利益を増すことだからである。主のために一セント得るたびに、自分も一セント得る。そして、一タラント毎に報いとして一つの町を与えられる（ルカ十九・十七）。献身的な生涯を送れば送るほど、ますます栄光が照り輝く。どの僕も一タラントより多くは持たなかったし、一タラントを持たない僕もいなかった。どの僕も十タラント稼ぐ平等の機会を有していたのである。しかし（私たちの知るかぎり）ただ一人だけがそうしたのだった。「これは未来の王の試験であり、その過程で王の僕たちはまず、わずかな金に忠実かどうか身の証しを立てるのである。そして次に報いとして、彼らは彼の王国の運営に参加するのである」（ゲーベル）。この十の町と五つの町は比喩である。なぜなら、たとえの中の文章はみな ipso facto 比喩だからである。それにもかかわらず、私たちの主が啓示しておられるように、彼が忠信な僕に管理させる「多くの事柄」は王権より劣るものではないだろう。「勝利を得る者、最後までわたしの働きを保つ者に、わたしは諸国民に対する権威を与える。彼は鉄の杖をもって彼らを治める」（黙示録二・二六、二七）。次に、イスラエルと異邦人の間の悪人に対する裁きが続く。「こうして王は、ご自分と近しい僕の関係にある者たち、彼ご自身の家の者たちに、賞賛と叱責、報いと処罰を与えた後、彼の敵たち、彼への忠誠を公然と拒んで彼の家に属することを全く拒絶したすべての者たちに対する報復の執行に着手されるのである」（トレンチ）。


  
    １ これは千年王国にちがいない。なぜなら、神の御子としての私たちの主の永遠の王国は――高貴な人が受けに出かける王国とは別のものであり（ルカ十九・十二）――元々彼のものであり、始まりも終わりもなく、決して贈られたものではないからである。「御子について彼は言われる、あなたの御座は、おお神よ、永遠に続く」（ヘブル一・八）。

  


  したがって、「来るべき方はなおもこの僕たち全員の主である。忠信な僕に対してだけでなく、忠信でなかった僕に対してもそうである。後者に対しては、清算の時、彼はご自身を主として示されるのである」（ステア）。なぜなら、怠慢に対する刑罰が厳しいように、忠誠に対する報いは素晴らしいからである。二つの道に分かれるのである。忠誠に対して約束された膨大な賞金を受けるその程度に応じて、私たちは不忠信に対する結果の重さを覚悟しなければならない。「彼らの主の出発から再来までの期間、彼の弟子たちは、彼が出発の時に彼らに託されたものを用いて、彼とその目的のために、忠信な勤勉さをもって働くべきである。なぜならキリストが戻られる時、そのような忠実さには最も輝かしい報いが待っているからである。他方、受けたものを活用することを拒む利己的怠慢さには、最も重い刑罰が待ち構えているのである」（ゲーベル）。


  こうして私たちは危機に直面する。王国の運営には幹部が必要である。そこで神は二回の来臨の間にわざと長い期間を差し挟んで、私たちの主が彼の不在の時に僕たちを試せるようにされたのである。それは彼が戻って来られる時、誰が責任ある信頼のおける地位にふさわしいかを見いだすためである。この高貴な人は、出かける前、王国の運営で自分を助ける幹部たちの選任案を用意された。彼が帰って来る時、その幹部たちが誰かわかるよう計画を立てられたのである。この計画は現在進行中であり、職務のための能力を個人的に有しているかどうか、その人が信頼にふさわしいかどうかわかるよう、目的をもって計画されている。そして――とりわけ印象的なことに――この長旅は今や終わりかけており、この取調べがいつ始まってもおかしくない。「急いでキリストに似た性格を涵養せよ。収穫は多く、労苦は重い。日は西に沈みつつあり、清算の時は近い。無駄に費やす時間はない。以前にもましてこれに取り組み、『私はこの一事に励んでいます』と言え」（マクラーレン）。


  



  千年王国


  



  そこで今や、私たちの探求の範囲は広がることになる。報いと栄光――弟子の戴冠式――は性格と奉仕に基づく条件付きのものであることが明らかになった。先ほど調べたたとえ話が示唆しているように思われるが、この原則は弟子が千年期に入ること、あるいはそれから排除されることに、どの程度影響するのだろうか？この時代を教会は長らく見落としていたのである。しかし、主が自ら再臨して全地に王国を打ち立てられることは、最も純粋な黎明期にあった教会の普遍的信条だったのである。「（この再臨と統治の）確かさは、使徒たちの直弟子たちと話をした人々によって注意深く繰り返し教えられたのであり、正統的な信者たちの間で支配的心情だったようである」（ギボン）。「この支配的見解はオリゲネス以前は何の反対もあわなかった」（モスハイム）。オリゲネスまでは、それを否定したクリスチャンの文筆家は見いだされない。「最初の二世紀の間、この教理は普遍的だった、と見なすのを躊躇することはだれにもできない」（ギスラー）。「使徒たちの次の時代の著名な教父たちはこの教理を信じて教えていたのであり、その時代、それに反対したり非難した人はだれもいなかった。それは当時の普遍的教理だったのである」（チリングワース大司教）。「キリストの完成された王国は天に移すべきである、という思想はおそらく現代的観念である。パウロやヨハネによると、神の王国は地上に設立されなければならず、これが宇宙的変化に一役買うのである」（ソラック博士）。「主ご自身が、叫びと天使のかしらの声と神のラッパの音と共に、天から下って来られるからである」（一テサロニケ四・十六）。「勝利を得る者、わたしの働きを最後まで保つ者に、わたしは諸国民に対する権威を与える。彼は鉄の杖をもって彼らを支配する」（黙示録二・二六）。１


  
    １ 「神の王国」もしくは「天の王国」は、ダニエル書から直接引用された句であり、「全地を満たす」王国であって（ダニエル二・三五、四四）、全世界の帝国に置き換わる。それは明らかにメシヤ王国である。「この世の王国は私たちの主とそのキリストの王国となった」（黙示録十一・十五）。それは今、奥義的王国（マタイ十三）または教会によって予表されており、両方とも再生が不可欠である（ルカ十七・二一、ヨハネ三・三）。しかし、聖書のすべての預言書が言及しているが、再臨の時にそれが現れて千年王国になる。それは私たちの主が戻って来る時に携えてこられる「王国」である（ルカ十九・十二、十五）。しかしながら、一面において、王国は現存しているのである。なぜなら、いくつかのたとえ話では、王国は教会だからである。事実を描写する節では実際上の王国であり、比喩の節では奥義的王国である。その理由は明らかなように思われる。私たちの主は、個人的に現存しておられた時、王国もまた現存するものとして語られた。なぜなら、王国は王の姿で現存していたからである。「もしわたしが神の霊によって悪鬼どもを追い出しているなら、神の王国はあなたたちの上に臨んでいるのである」（マタイ十二・二八）。王がこの世から去られた時、王国も去ったのである。しかし、主は奥義的な形で彼の教会と共におられ、それゆえそこに奥義的な王国が存在しているのである。「私たちを愛する御子の王国の中へと移してくださった方」（コロサイ一・十三）。永遠の王国について、預言はわずかしか啓示しておらず、そのわずかな箇所もおそらく黙示録の最後の二つの章のみである。その中で聖霊が「王国」（一コリント十五・二四）という句を用いておられる唯一の節において、彼は千年王国のことを言っておられるのである。

  


  さらに、終末の前に王国の福音の世界的復興があることは確かである（マタイ二四・十四）。すでに、私たちの主の黙示録的発言に関して懐疑的な界隈ですら、かなりの注目が集まっている。「私たちの主の教えの中で、王国の観念は至高のものである。しかし、この主題ほど注解者たちの間に多くの分裂があるものは他にないと言ってもいい。王国は間違いなく歴史的教会であると言う人もいれば、王国は全く未来のことであって、現体制を突如として制圧する大いなる神の霊的体制であると言う人もいる。さらにまた、王国は地上に実現されるべき理想的な社会体制にほかならないと言う人もいる。四番目の人々にとって、王国は個人の心の中の神の支配である。最近の批評家たちの間では、終末論的解釈がますます強調される傾向にある。また、私たちの主の教えにおいて、王国は本質的に偉大な未来の天的体制であり、彼の来臨の時に現される、という見解が支持される傾向にある。完全な王国はいまだ将来のことである。それは常に祈り求めるべきものである。それは常に私たちの前にある偉大な目標なのである」（一九一〇年のオックスフォードにおける大学説教でのダーシー大司教の言葉）。「肉と血は神の王国を受け継ぐことはできません。朽ちるものは朽ちないものを受け継ぐことはできません。見よ、私はあなたたちに奥義を告げます。私たちはみなが眠るわけではありませんが、みな変えられるのです」（一コリント十五・五〇）。


  そこで、「千年期は報いとしての性格を帯びているのではないだろうか？」という疑問が自然に生じることになる。あまたある冠の中からいくつかを得ることが、王国に入るための資格なのではないだろうか？１王国から追放された弟子の名が、依然として最終的に小羊の命の書に記されていることはありえるのだろうか？（黙示録二〇・十五）。ただ聖書だけが答えられるのは明らかである。そうでなくても、この指摘は警告を発している。王国における階級は奉仕と苦難によって決まる、という点については皆が同意している。王国への入国あるいは追放が奉仕と苦難によるものなら、それはすでに受容されて教えられている重要な原則の拡張にほかならない。しかし神の御言葉に向かう前に、信者が追放される可能性を多くの敬虔なキリストの僕たちが聖書から理解して教えていたことに注意を払う方がいいだろう。使徒ヨハネの実際の弟子であるポリュカルプスは言った、「もし私たちが今の時代に彼を喜ばせるなら、私たちも来るべき時代を受けるであろう。もし私たちが彼にふさわしく歩むなら、私たちも彼と共に治めるであろう」。千年期の支配は殉教者に限られさえするという意見は、「周知のように初期の教会ではかなり優勢であった。そしてそれは殉教の助けとなっただけでなく、この名声を得ようと望む多くの人を生み出した。なぜなら、第一の復活は贖われた教会の一部に限られるからである。永遠のいのちと嗣業は信仰と無代価の賜物によるのであり、すべての信者に共通するのに対して、千年期の冠と第一の復活は報いである――キリストのためにキリストと共に受けた苦難の報いである。特別な栄光と特別な希望が、迫害の中にある信者たちを慰め、支えるよう計画されている。教会は間もなく、それが必要であること、そしてそれを用いることを団体的に経験するよう召される、と私はいささかも疑わない。今でも、またこれまでも、教会の構成員の何人かがこれを経験してきたのである」（ブルフ）。「黙示録二〇章の期間のあいだ自分は主と共に治めることになる、という期待を保証する聖書の箇所を持っている神の子供はいるのだろうか？いや、反対に、この完全な最後の国家でキリストと共に治めることになるという神の約束を、神の子供は一人も持っていないのではないだろうか？」（ロバート・チャップマン）。「第一の復活にあずかるこの栄光の一団に迎え入れられるのは、多分、（個人的に現在の時代を通して）キリストの謙卑と苦難にあずかった人たちだけであろう――贖われた人たちの中から選ばれた一部分であり、殉教者たちを含むであろう」（Ｅ．Ｒ．クレイブン、ランゲの黙示録の編集者）。「彼を信じているけれどもそれ以上先に進まない人たちにも、主はまことに永遠のいのちをお与えになる。しかし最後の日が来るまで、千年間の千年期の支配が終わるまで、それは達成されないのである。したがって、そのような人たちは天の王国に入ることを許されないであろう」（Ｇ．Ｈ．ペンバー）。「聖徒たちの将来の状態に関するあらゆる啓示の中で最も重要な啓示は、彼らは支配するイエス・キリストと一体化されなければならない、すなわち『勝利する』者とならなければならない、ということである。すべての聖徒がこの立場に上げられるわけではない。これは勝利の聖徒たちのためなのである」（Ａ．Ｔ．ピアソン博士）。「永遠のいのちの賜物は潜在的に賞を含んでいる。しかし、信者が試験される現在の期間、この可能性は決して発達させられないかもしれない。そのような場合、その人は来たるべき時代に王国とその栄光を失うであろう」（Ｓ．Ｓ．クレイグ）「ある人たちの見解によると、最も不従順な神の子供ですら、朽ちない冠を失い、『ベーマで取り返しのつかない悲惨な損失を被りはする』ものの、キリストと共に支配する特権を得るのだそうである。そのような信者はキリストと共に支配するのに道徳的にふさわしいだろうか？『第一の復活にあずかるのは祝福された聖なる人である』」（Ｊ．スラデン）。「これは観察から得られた悲しい事実だが、あらゆる種類の犯罪があらゆるひどさで、回心後、信者たちによって犯されている。したがって、彼らは確かに完全に王国を失い、その後の永世では最も低い地位しか得られないであろう。この真理の本来の重要性が、あらゆる曖昧さから速やかに回復されなければならない。それは神に対する厳粛な畏れを生み出し、私たち自身の責任の重さを明らかにするにもかかわらず、単一の目を持つ人々はその証拠の十分さを認識して、それを信奉するであろう」（Ｒ．ガボット）。「王国は私たちの主が戻られる時に現される善の支配である。この王国からの追放は永遠の救いを失うことではない。王国への入国は（ある場合に）不可能になるが、それで救いが妨げられるわけでは決してない」（オルシャウセン）。「ああ、輝かしい第一の席を得ようという高貴な大志よ！神の王国への入国を『豊かに』供給されるための、絶えざる福音的奮闘よ！キリストはこれらの高く上げられた王座を、際だった恵みというただそれだけの理由で与えたりはされない。そう、これらの王座は失われるかもしれないのである。なぜなら、それらは用意されている人たちに与えられるからである。そしてそれらは、福音的に言うと、『ふさわしい』人たちのために用意されているのである」（マデレーのフレッチャー）。このように見解は見事に一致しており、探求のための明白な証拠を少なくとも一つは与えているのである。


  
    １「栄光、誉れ、喜びの冠を受けよ」と大司教は英国の戴冠式で言う。しかし、冠は王国の栄光ではなく、その証しと象徴にすぎない。皇帝ニコラス二世が捕虜として冬宮に戻った時、護衛は「ようこそ、ロマノフ大佐」という共和制式の挨拶で出迎えた。おそらく、宝石で飾られた飾り輪を失ったことは皇帝の心によぎりさえしなかったであろう。ただ帝国を失った悲劇を思ったであろう。それゆえ、私たちの主が「勝利を得る者、最後までわたしの働きを保つ者に、わたしは諸国民に対する権威を与える。そして彼は彼らを鉄の杖で治める」（黙示録二・二六）と言われる時、価値があるのは象徴ではなく（笏はたんなる鉄にすぎない）、象徴が示す大いなる地位と力であり、それを主は試されて良しと認められた神の僕にお与えになるのである。さて、よみがえらされた聖徒は千年王国で被支配者にはなりえない。なぜなら、「彼らは生きてキリストと共に支配した」（黙示録二〇・四）からである。事実、全員王座につくのである（黙示録二〇・四）。聖書を見ても、この世を見ても、冠のない王などいない。（マタイ二五・三四の羊――救われた異邦人――は千年王国と永遠の王国の両方で被支配者である。）冠は王国に常に伴うものであり、その証しと象徴である。それゆえ私たちの主は、条件付きで冠を提供することを（黙示録三・二）、条件付きで王座を与えることと（黙示録三・二一）同義の褒賞としておられる。またパウロは、イスラエルが地上の王国を失った事例を用いて（一コリント十・五）、朽ちない冠を失うことについて描写している（一コリント九・二七）。この二つは分けられないのである。

  


  



  聖地からの追放


  



  計画された型――聖書中のすべての型同様、よく熟考された念入りな型――が、非常に明快にこの追放の問題を解決する。詩篇九五篇で述べられている安息はこれまで実現したことがなく、それゆえ私たちに対して開かれていることを、パウロは明らかにしようとする。ダビデ自身は王座について安息していたが（サムエル下七・一）、神の安息をなおも将来の事として書き記した。この事実は、この安息が三千年前の創造後の神の安息や、ダビデが書き記した三百年前のカナンにおけるイスラエルの安息とは異なることを示している。「したがって、安息日の安息が残されているのです」――この言葉は聖書中他には使われておらず、古文書にも使われていないが、完了した労苦を表現するために聖霊によって造られた――それは「神の民のため」である（ヘブル四・九）。したがって、この安息は千年期の統治である。それは安息日の安息、あるいは七番目の千年期であって、六千年に及ぶ贖いの労苦に続くものである。それは古い地球の終結期における神の安息であり、律法の下のすべての安息日によって予表されている。それは永遠の安息ではない。なぜならそれは結びの区分、結びの七番目にすぎないからである。それはパウロがまさに述べたように「来るべき時代（単数形であって複数形ではない）」であり、「それについて、私たちは語っているのです」（ヘブル二・五）。このようにカナンはキリストの千年王国１の型なのである。


  
    １ ラビは安息日をこのように理解した。「七年目に安息が始まるように、千年間の安息が七千年の期間を締めくくるのである」（デリチェによる引用）。

  


  さて私たちは直ちに、聖霊によって大いに強調されている問題に行き着く。いったい誰に対してこの追放の誓いが発せられたのか？「（神の実際の御声を）聞いた時、誰が神を怒らせたのか？」。エジプト人、カナンの七部族、モアブやアマレクではない。彼らは砂漠で神の唯一の民として全世界から分離され、エホバにつくものとされたことは一度もない。そうではなく、「エジプトから出てきたすべての者ではなかったか」――過越の血と紅海のバプテスマを経過したイスラエルだったのである。「彼は誰に対して四十年間憤られたのか？罪を犯した者たちに対してではなかったか」――ただ信者だけが罪を犯すことができる。つまり、特権と光に対してである――「誰の死体が荒野に倒れたのか？」。これらの死体はあの誓いの証拠だった。彼らはあまりにも体の欲望に耽ったので、たんなる体になり果てて、腐敗を刈り取ったのである。「決してわたしの安息に入らせはしない、と彼は誰に対して誓われたのか」――神の追放の誓いは誰に対して発せられたのか――「不従順な者たちに対してではなかったか？」。義とされたが聖別されていない民に対してだったのである。ウェストコット司教は言った、「この警告が必要である。クリスチャンはこれに配慮する必要がある。なぜなら、神をこれほど怒らせたのは誰だったのか？神がすでに束縛から解放された者たちだったのである」。１


  
    １ エジプトから脱出したことがなく、紅海を渡ったこともない、カナンに入った世代（カレブとヨシュアとは別に）は、この型を構成しないので無視される。

  


  しかし、この誓いを招いた罪とは何だったのか？「彼らは不信仰のゆえに入れなかったことがわかります」（ヘブル三・十九）。しかし、何に対する不信仰か？イスラエルの荒野における立場は全く信仰に基づいていた。「信仰によって（モーセは）過越を守り、血を注ぎました。（中略）信仰によって彼らは乾いた地を行くように紅海を渡りました」（ヘブル十一・二八）。この不信仰は基本的事柄に対するものではなかった。イスラエルはエジプトからの救いや血による贖いを疑った、とは決して述べられていない。反対に、神の誓いが御口から発せられる時、その瞬間と理由が明らかになる。敬虔な偵察者たちの報告を拒絶したせいで、イスラエルの聖別は全うされなかったのである。「これらの者たちはみなわたしを十度も試みた。彼らがその地を見ることはないであろう」（民数記十四・二二）。「彼らは良き地を軽んじた。それゆえ、彼は御手を上げて（誓われた）」（詩篇一〇六・二四）。イスラエルは将来に対する神の構想と、それから生じる自分たちへの命令に頑固に逆らった。それは再生された人の部分的不信仰であった。「このことで、あなたたちはあなたたちの神である主を信じなかった」（申命記一・三二）。それゆえパウロは言う――「彼らが聞いた言葉は」――カレブとヨシュアによってもたらされた、ヨルダン川の向こうの王国に関する報告は――「彼らの益になりませんでした。なぜならそれは」――過去に向かって血を指し示す良いたよりではなく将来に向かって冠を指し示す良いたより、恵みの福音ではなく王国の福音は――「聞いた人たちの中で」――すなわち神の民の中で――「信仰と混ざり合わされなかったからです」。神は私たちが信じるよう、過去の事実だけでなく将来の事実をも与えてくださる。過去の事実を信じないなら失われることになり、将来の事実を信じないなら、神の子供は直ちに罪の中へと漂っていき、追放の誓いの危険を身に招くことになる。


  そこで使徒は神の教会に対するきわめて明快な警告で締めくくる。「信じた私たちは入ります」――入りつつあるのである。信者はみな、先にあるゴールを目指して走る走者であり、まだゴールのテープを切っていない。「ですから私たちは」――パウロは自分自身も含めている――「彼の安息に入る約束がまだ残されているのですから」――この約束は条件付きであり、導き入れるという誓い（出エジプト記十三・五）は、聖さを全うしないなら、追放という逆の誓いに１置き換わる――「あなたたちの内のだれも」――三度も御霊はこの魚雷を教会、天の召しにあずかっている聖なる兄弟たち（ヘブル三・一）の胸元に打ち込む――「それに達し損なうと思われるようなことが決してないよう」――人の判断は必ずしも無謬ではないので、たとえそれが確証できないものであっても、失敗するおそれすら生じないよう（ウエストコット）――「畏れようではありませんか」――優れた聖徒たちですら堕落することがかなり頻繁にあるからである。「ですから不従順の同じ例に倣って」――隠れた不信仰から発する聖くない歩みの例に倣って――「だれも（あなたたちの内のだれも）堕落することがないよう」「この安息に入るために」「励もうではありませんか」――熱心に努めること（デリチェ）、文字どおりには急いで熱心に追い求めること、なぜならこの賞は誉れ高く、危険が大きいからである（ウエストコット）。荒野は宮殿への回廊だが、私たちはこの回廊から滑り落ちて宮殿を失うかもしれない。「私たちは神の怒りを恐れるべきである。神の怒りはなおも、選ばれた民の領域内ですら、信じないすべての者たちの上に裁きの恐怖をもたらしたのである」（ランゲ）。


  
    １ 律法の下でのこの誓いは、恵みの下での二重の否定的誓い（マタイ五・二〇等）に似ている。

  


  



  破門と追放


  



  旧約聖書の一つの節が――おびただしい節からわかることだが――追放の可能性を決定的に証明している。それを調べることにしよう。再生された人においては、善に向かう傾向が主流であり、悪は傍流である。それと同じように、再生されていない人においては、悪に向かう傾向が主流であり、善を求める努力は傍流である。これがつねに再生の規準である。「義を行う者は義ですが、罪を行う者は悪魔から出ています」（一ヨハネ三・七、八）。「信仰だけが救うことができる。しかし、信仰のみの信仰は信仰ではない」（ルター）。しかし、再生された人でもひどい罪を犯しうること、そしてそのような罪の中で死ぬことがありうることも確かである。なぜなら―― 一つの例として――かの近親相姦を犯した兄弟のことを聖霊は永遠に決定的証拠としておられ、彼が再生されていたことは三つの事実から確実だからである。（１）破門は彼の霊ではなく彼の肉をサタンに渡すことだった。サタンはヨブのように彼の体に触れることはできたが、彼の魂に触れることはできなかった。「それは主イエスの日にその霊が救われるためです」（一コリント五・五）。さて、この滅びはアナニヤのようにたちまち起こりうるものであるが（私たちの読むところではその逆である）、彼の救いは保証されていた。それゆえ、彼は破門の前に再生されていたのである。「私たちが裁かれるのは」――死にさえ至るのは（一コリント十一・三〇）――「主から懲らしめられることであって、この世と共に罪に定められないためです」（一コリント十一・三二）。（２）パウロははっきりと、教会の裁きの対象を信者に限定している。「あなたたちが裁くのは中の人であって、外の人は神が裁かれるのではないでしょうか？その邪悪な人をあなたたち自身の間から除き去りなさい」１――判決を下しなさい、なぜなら彼は中にいるからです。未信者を裁く権利は神にのみ属するとパウロは言う。したがって、パウロの命令により教会によって裁かれた、この近親相姦を犯した兄弟は信者だったのである。（３）この兄弟は完全に破門されたが、速やかに回復された。というのは第二の手紙でパウロは「彼を赦し、慰めてあげなさい。彼に対するあなたたちの愛を示しなさい」（二コリント二・七）２と述べているからである。これは全く決定的である。この厳しい懲らしめによって彼は自分の罪から離れたのである。霊感を受けた命令の下で行動することにより、教会は彼をキリストの生ける肢体として完全な交わりへと回復したのである。したがって、信者はこのように罪を犯しうるし、犯してきたのである。そして――肉の滅びもありえるので――罪の中で死ぬこともありえるのである。荒野では自然な死はいっさい記録されておらず（モーセやアロンの死すら記録されていない）、姦淫などによって殺された人はみな、それによってカナンからすでに追放されていた。破門されて体の滅びのためにサタンに渡された人も、それと同じである。


  
    １ 「邪悪な」という言葉はここでは聖霊によって不道徳な信者に対して用いられており、私たちの主はこの言葉を怠惰な僕に対して用いられた（ルカ十九・二二）。これはその人が回心していなかったことを示すものではない。邪悪さは救われていない人の生来の性質であるが、贖われた人においては偶発的である。

    ２ 幸いなことに、弟子が罪を告白してそれを放棄するなら、直ちに罪を清められることは確かである。「もし私たちが自分の罪を告白するなら」――回心後に私たちが犯した特定の違反を、それを犯した時に告白するなら――「彼は忠信で義ですから、私たちの罪を赦し、あらゆる不義から私たちを清めてくださいます」（一ヨハネ一・九）。それゆえ、ペテロは主を否んだにもかかわらず、彼の王座を失わなかったのである。「多くの最後の者が最初になります」（マタイ十九・三〇）。

  


  しかし、決定的証拠となる事実がまだ一つ残っている。特定の罪は会衆全体に伝染するおそれがある、とパウロが述べていることである。「わずかなパン種が粉のかたまり全体を発酵させることをあなたたちは知らないのですか？」。この「粉のかたまり全体」はすべてが良いものだったのか、それとも半分は悪かったのか？「古いパン種を取り除きなさい。それはあなたたちが新しい粉のかたまり」――全く新鮮で純粋な粉のかたまり――「となるためです」「あなたたちは、事実パン種のない者だからです」。パウロが話している相手はみな、回心の時、純粋な甘い粉のかたまりとして神の御手を離れたのである。全員再生されていた。「あなたたちはパン種のない者なのです」。パウロは言う、「今そのままでいなさい。もし何かのパン種が戻ってきたら、粉のかたまり全体を新鮮に保つためにそれを取り除きなさい」。なぜなら、姦淫は――名前があがっている他の悪徳も同じように――教会全体に広まるおそれがあるからである。「わずかなパン種が粉のかたまり全体を発酵させることをあなたたちは知らないのですか？」。パウロは近親相姦を犯した兄弟を姦淫のゆえに信者と見なさないのではなく、全く逆の主張をしている――すなわち、大胆な措置でからだを清めないなら、悪徳がからだ全体を汚染するおそれがある、と述べているのである。危険を免除されている信者はだれもいない。それゆえパウロはこの章の残りの部分を費やして、聖霊によって内住されている人が犯す姦淫の罪の重大性を立証する。「ですから私は」――使徒ですら罪を犯すおそれがあるため――「キリストの肢体を取ってそれを遊女の肢体として良いでしょうか？」（一コリント六・十五）。もしパウロが未信者のことを念頭に置いていたとするなら、彼は彼らが犯しえない罪のことで彼らに警告したことになる。なぜなら、キリストの肢体を取って、それを遊女の肢体とすることは、キリストの中にある人だけが行えるからである。パウロがこの文章全体で述べているのは、ただキリストのからだの肢体についてなのである。


  このように、信者がこのような罪を犯しうることは確かである。そして確かに、コリントのある人たちはそうしたのであり、そのような人はみな破門されなければならない。パウロはここで、重大な啓示を明らかにする。その啓示とは、教会から追放されるほど汚れている弟子は王国からも追放されなければならない、ということである。つまり、破門された人は追放されるということである。破門の名簿はいかなるものか？姦淫を犯す者、偶像を拝む者、強欲な者、酒飲み、罵倒する者、盗人である（一コリント五・十一）。また、追放の名簿はいかなるものか？「あなたたちは自ら悪を行った」。どのような危険と引き換えだったか？「悪を行う者（冠詞無しの同じ言葉）は神の王国１を継げないことをあなたたちは知らないのですか？欺かれてはいけません」――コリントのようによく教わっていた教会が、再生されていない姦淫者が神の王国に入るなどと考えることがありえたのだろうか？――「姦淫を犯す者、偶像を拝む者、（ここで四つの新しい罪が追加される。三つは姦淫の拡張であり、一つは強欲の拡張である。追放の対象は破門の対象より広いのである）強欲な者、酒飲み、罵倒する者、盗人は」――破門の理由となる各々の罪は追放の理由となる罪でもある――「神の王国を継ぐことはできません」。同じ名簿なのである。正当な理由で破門された人は間違いなく追放されるであろう。２なぜなら、「あなたたちが赦す罪は（姦淫を犯した兄弟の罪のように）赦され、あなたたちが赦さずにおく罪は」――その前提は常に、神が命じられた破門であることである――「そのまま残るであろう」（ヨハネ二〇・二三）。というのは、「あなたたちが地上で縛るものは何でも、天でも縛られるからである」（マタイ十八・十八）。


  
    １ 「神の王国はここでは終末論的な意味で用いられている」――ゴデット。「神の王国はここでは、将来のある期間における、その外的現れのことを言っている」――オルハウセン。「王国」は千年王国であって永遠の王国ではないことを、まさにこの手紙が告げている。「彼は父なる神に王国を渡されます」（一コリント十五・二四）。

    ２ 同じく決定的な他の節も、同様の明確さで信者に宛てられている。「なぜなら、姦淫を犯す者、汚れた者、強欲な者はみな、キリストと神の王国を継げないことを、あなたたちは確かに知っているからです。だれも空しい言葉であなたたちを欺くことがないようにしなさい」（エペソ五・五）。人々は私たちに王国への無料入国券をくれるかもしれないが、それらの証明書は入口では通用しないであろう。ガラテヤ人にパウロは最も完全な一覧を与えている。「さて肉の働きは明白であって次のようなものです。すなわち、姦淫、汚れ、強欲、偶像崇拝、魔術、敵意、争い、ねたみ、怒り、党派心、分裂、分派」――明らかに教会の罪である――「嫉妬、酩酊、遊興、その類のものです。このことを私はあなたたちに予め警告しておきましたし、これらのことを行う者は神の王国を継がないことを確かにあなたたちに予め警告しました」（ガラテヤ五・十九）。

  


  パウロは最後の結論の言葉で締めくくる。「あなたたちの中にはそのような人もいましたが、あなたたちは洗われ」――血と水を通してである――「聖別され」――聖なる者として神のために分離されたのである――「義とされました」――神に受け入れられるキリストの義を通してである。このような人たちに対して、パウロは追放の警告を与えているのである。あなたたちは汚れていたが清められ、俗であったが聖とされ、不義であったが義とされた。それなのに、あえて元の木阿弥になろうとするのか、とパウロは問う。もし未信者だけが追放されるなら、パウロの警告は的外れであるだけでなく不正である。なぜなら、信者が罪を犯しているのに未信者が追放され、「あなたたちが悪を行った」せいでこの世が罰せられることになるからである。神は人々の中のだれか一人の罪を示して、別の人に刑罰の警告を与えるだろうか？「あなたたちは私が望んでいるような人ではないことがわかるのではないかと私は恐れます」。その理由は「彼らが犯した不潔、姦淫、強欲」（二コリント十二・二〇）のためである。危機に瀕しているのは、洗われ、聖別され、義とされた人である。偽善者たち――口先だけの信仰告白者、偽兄弟、教会の審査官をすり抜けた人々――は洗われ、聖別され、義とされただろうか？御霊が諸教会に言うことを聞け。「悪を行う者は、自分が行った悪の報いを受けます。それには人の分け隔てはありません」（コロサイ三・二五）。「サルデスには自分の衣を汚さなかった者が数名いる。彼らは白い衣を着てわたしと共に歩む。なぜなら、彼らはそれにふさわしいからである」（黙示録三・四）。「わたしに向かって主よ、主よ、と言う者がみな」――特に弟子独特の言葉である――「天の王国に入るのではなく、１天におられるわたしの父の御旨を行う者が入るのである」（マタイ七・二一）。


  
    １ 死の床での回心には「信仰の働き」の余地がない。私たちの主は瀕死の盗賊の嘆願を無視して（ルカ二三・四二）、単純な救いの保証をもって彼を慰められたことは確かである。私たちの主は山上の垂訓を締めくくるにあたり（マタイ七・二一～二七）、語り始めたときと同じように（マタイ五・二〇）、神の王国に入るための素晴らしい義の標準として垂訓を示された。なぜならこの垂訓においては、私たちの主の他の発言や書簡全体における御霊の命令体系と同じように、私たちの能動的な義が見いだされなければならないからである。「あなたたちの義（あなたたちの能動的な従順）が律法学者やパリサイ人の義（モーセの律法の標準）にまさっていなければ、あなたたちは決して天の王国に入れない」（マタイ五・二〇）。

  


  特筆すべきことに、聖書の大いなる恵みの章のまさに中心に、クリスチャンの報いはもっぱら自分自身の忠実さによる、という真理が深く埋め込まれている。カルバンが述べたように、「働きは恵みと全く矛盾しない」。「もし一人の人（アダム）の違反によって、死が一人の人を通して支配したなら、なおさら」――神はご自分の敵に報いることよりもご自分の僕に報いることを愛されるが、それと同じようになおさら――「豊かな恵みを」――溢れ流れるほど超越した恵みを（ゴデット）――「受ける者たちは」――常に継続的に受ける者たちは――「命の中で支配するはずだからです」（ローマ五・十七）――「命」という言葉は、千年王国の同義語として福音書（マルコ九・四三、四五、四七）の中で用いられている限定的な言葉である。報いは恵みを脅かすものでは決してない。報いは豊かな恵みであり、ただそれによってのみ報いを受ける権利を得るのである。恵みは無代価の賜物として人を義とする。しかし、慎重に絶えず受け取る豊かな恵みだけが、人を真の命の中でキリストと共に栄光を受けるのにふさわしい者とするのである。恵みがすべての基礎である。アウグスチヌスが麗しい言葉で述べているように、「もしあわれみ深い御父が恵みを賜っておられなければ、義なる裁判官は誰に冠を授けられるだろう？もし受けるべきでないものを前もって与えられていなければ、どうやって受けるべきものを受けられるだろう？」。なぜなら恵みは、私たちの主の功績のみに基づいて救いを与える一方で、再生後の私たちの行いを無視できないからである。また、二千年のあいだ教会を引き裂いてきた痛ましい論争の後、永遠の祝福が過去に覆いをかける前に、私たちの心は本能的に正義を求めてやまないのである。「その世界では完全に和解が成立し、ルターとツビングリは合意を得る」。それゆえパウロは断言する、「しかし、あなたたちはどうして自分の兄弟を裁くのですか？また、どうして自分の兄弟を軽んじるのですか？なぜなら、私たちはみな神の裁きの座の前に立つからです。ですから、これ以上互いに裁き合わないようにしようではありませんか」（ローマ十四・十）。しかし、周知の真理をすべて堅く守る一方で、すべての裁きを私たち自身のものではない威光ある恐るべき法廷に委ねよ。


  



  第一の復活


  



  聖書は、何度も未信者を十字架に導くように信者を冠へと召すが、ここで再び水晶のような透明さでこの二重の真理を提示する。パウロはこのうえない絶望と共に、一つのささやかな素晴らしい啓示を開示する（ピリピ三・四～十五）。それは何か？自分自身の善を通して神に最も近づいた人が罪人の頭であった、ということである。パウロの比類ない長所を考えてみよ。前にも後にも、このように最高の真珠をいっぱい持って神の御顔の前に上った者はいない。彼は割礼を受けた者であり、幼少時より神のものであるという証印を受けていた。彼はイスラエル民族であり、救いの権利を生まれつき持っていた。彼はまたベニヤミン族に属し、この部族は決して離反したことのない部族だった。彼はヘブル人の中のヘブル人であり、遠い祖先まで遡れる純血のユダヤ人だった。彼は神の律法に熱心なパリサイ人であり、きわめて正統的で教会を迫害したほどだった。律法については非の打ち所がなく、律法の一点一画にも従順だった。人となりや行いによってこれほど勝利の生活に接近した人は決していなかったのである。「もしだれか他の人が」――年齢、種族、地方の異なるだれかが――「肉を頼みとするなら、私はなおさらです」。パウロは永遠に全律法主義者の上にそびえ立つ。しかし、突然の恐ろしい発見により、彼の見通しは打ち砕かれた。「私はかつて（自分の目から見て）律法から離れて生きていましたが、（「むさぼってはならない」という）戒めが来た時（私の良心をぐさりと突いた時）、罪がよみがえり（跳び起きて生き返り）、私は死にました（自分を死人と見なしました）。（神の意図によれば）命に至るはずだった戒めが（実際は）死に至るものであることを私は見いだしました」（ローマ七・九、十）。「もしだれか他の人が肉を頼みとするなら、私はなおさらです」。しかし彼の内なるビジョンは何を啓示したか？――神の御前では死体であることである。パウロの失敗と共に、全世界は望み無き絶望の中に陥るのである。


  しかし依然として、最後までわからない問題が残る。これは衝撃的な言葉である。「兄弟たちよ、私はまだ自分はとらえたとは思っていません。（中略）しかし、私は進み続けます」。何をとらえていなかったのか？「何とかして死者の間からの（優れた）復活へと至るためです」。「パウロは何か特別な復活、第一の復活を目指していたことは明白である。そしてそれにあずかるために、彼は神経を張り詰めていたのである」（Ｊ．マックニール）。何に向かって前進していたのか？「目標に向かって走り、上に召してくださる神の賞を得るためです」。「何とかして」――条件付きで危機に満ちている――「死者の間からの」―― 一部の人に限られている――「格別な復活に」――えり抜きの復活に――「至るためです」――まだどうなるかわからないのである。エリコット司教は言った、「文脈が示すように、第一の復活のことである。たんなる倫理的復活をここで引き合いに出すのは不可能である」。パウロが肉体の復活を述べていることは、この章の締めくくりの節から明らかである。「私たちの卑しい体を新しくして、彼の栄光の体と同じにしてくださる救い主を私たちは待ち望んでいます」。死者からの復活に言及している節はすべて（マルコ九・十、ルカ二〇・三五、ローマ一・四、黙示録二〇・四）、肉体の復活のことを言っている。「例外なく全員が確実に復活する、この世の終わりのよみがえりに関して、彼は何の疑問も持ちえなかった。仮に、彼が労苦して苦難を受けたのはこの一般的復活に至るためであり、彼はこの復活を高度なキリスト者の完全に至らないかぎり到達できない目標として掲げていた、と解釈すると、この節は意味をなさないのではないか？他方、第一の復活はクリスチャンの美徳上の高度の達成に対する特別な報いであると仮定しよう。１すると、すべては単純で容易になるのである。比喩的な意味の復活、すなわち再生についてパウロが述べているとは考えられない。なぜなら、彼はすでにダマスコ平原でそれに達していたからである」（モーゼ・スチュアート）。救いが不確かになることはありえないが、賞は勝ち取るまでわからないのである。なぜか？（１）それは賞だからである。もし賞が信仰に基づいて働きなしで与えられるなら、それはもはや賞ではない。「競技で走る人はみな走りますが、賞を受けるのは一人だけであることを知らないのですか？ですから賞を得られるように走りなさい」（一コリント九・二四）。（２）過去の奉仕の栄光は後退することから守られる保証ではないからである。パウロほど自分を放棄し、苦難を受け、奉仕した人はいないが、それでも彼は賞を受ける確信がなかったのである。（３）神から彼の栄光を奪い取る誤った教理は、私たちから私たちの栄光を奪い取るからである。それゆえ、「だれにもあなたたちの賞を奪い取らせてはいけません」（コロサイ二・十八）。（４）肉的な罪によっても失格者となるからである。それゆえ、「私は自分の体を打ち叩いて従わせます。それは私が他の人に宣べ伝えておきながら、自分自身が（冠を受けるのに）不適格となることが決してないためです」（一コリント九・二四～二七）。使徒の頭だった人が賞を受ける確信を持っていなかったことは、賞を受ける保証はどこにもないことを永遠に神の教会に告げる。「私はすでに獲得したとか、すでに完全にされたというのではありません。しかし、捕らえることができるよう、私は進み続けます」。２すなわち、獲得することは完全さと不可分につながっているのである。


  
    １ 第一の復活についてディーン・アルフォードは言う、「使徒たちの次の時代に生きた人々、そして全教会は三百年間にわたり、『第一の復活』を単純な文字どおりの意味で理解していた。近年、いにしえの時代を敬うことにかけてはだれよりも率先している注解者たちが、太古の時代が示す最も強力な事実を喜々として投げ捨てるのを見かけるが、これは奇妙な光景である」。再び死んだラザロのような事例から、復活の行為は復活の状態とは異なることは確かである。それゆえ、私たちの主は第一の復活を来るべき時代と同一視しておられる――「かの時代、そして死者の間からのその復活に到達するのにふさわしいと見なされた者たち」（ルカ二〇・三五）。ベーマの前に現れるという復活の行為は、このように第一の復活あるいは千年期にあずかることとは別なのである。大昔の殉教者たちが命を拒んだのは、一時的ではない復活――復活の行為ではなく復活の状態――にあずかるためであった。「女たちは復活によって死んだ者を返してもらいました」――これは一時的な復活である。「他の者たちは解放されることを受け入れないで拷問を受けました。それはさらにまさった復活を受けるためでした」（ヘブル十一・三五、マタイ十・三九）。パウロは自分の死を想定していたわけではない。なぜなら、最後の時になってはじめて、神は彼の殉教を彼に啓示されたからである（二テモテ四・六）。復活の状態に到達して不朽のものしか入れないかの王国に入ることが、生きるにしても死ぬにしても彼の強い願望だった（一コリント十五・五〇）。それゆえ、王国のために命じられたバプテスマは（ヨハネ三・五）、そこからキリストと共同の植物が彼の第一の復活の中で芽生える苗床を描写している（ローマ六・五）。モーセの中へとバプテスマされなかった者はだれもカナンに入れなかったが、そのようにバプテスマされた者たちの多くはバプテスマの後に失敗した。テルトゥリアヌスは証ししているが（シース博士が「終わりの時」誌の二四二頁で私たちに思い起こさせているように）、使徒時代直後の彼の時代、第一の復活にあずかれるよう祈ることがクリスチャンたちの習わしだったのである。

    ２ パウロが最後の時に賞を勝ち取ったことを啓示によって知ったように、確固たる従順と神との近しい歩みは「望みの確信」を与えることができる（二テモテ四・八）。「それゆえ、イエスの血によって大胆に至聖所に入れるのですから、信仰の全き確信を持って近づこうではありませんか」（ヘブル一〇・一九）。私たちの永遠の命は、贖いの覆う血に基づいており、神のように確かである。しかし、広大な景色が彼方に広がっている。「最後まで同じ勤勉さを示して、望みの全き確信へと至りなさい。それはあなたたちが怠けることなく、信仰と忍耐を通して約束を相続する人たちに倣う者となるためです」（ヘブル六・一一）。私は救われることを望むのではなく、信じるべきである。反対に、私は賞を得たと信じるのではなく、賞を得られるよう望むべきである。なぜなら、「最後」の時初めて、自分がどのように走ったのかがわかるからである。しかし、戦いに勝てば勝つほど、先に進めば進むほど、私たちはますます成熟して望みの全き確信に至ることができる。「私たちは十分勝利することができます」（民数記一三・三〇）。

  


  したがって、ついにすべては最大の努力という結果になる。「この一事に私は励んでいます」。これはパウロだけのことだろうか？「したがって私たち」――なぜなら彼は霊感を受けた私たちの模範だからである――「完成された者たちは、このように心がけようではありませんか」。「第一に神の王国を求めなさい」（マタイ六・三三）が、すでに奥義的王国においても、私たちの主の弟子たちに対する言葉である。どのように求めるのか？（１）「後ろにあるものを忘れる」ことによってである。賞の計り知れない価値は、それを得るのに必要な大きな代価から算出できる。「天の王国の入場料は無料である。しかし、その予約申込には――持ち物すべてが必要である」。この世を十字架につけることがその代価なのである。「この世とその栄誉というぼろ切れに対して十字架につけられている人、絞首台上の盗人以下の価値しかこの世に置かない人は幸いである」。この世を拒否することほど、来世をより現実的で幸いなものにすることはないのである。（２）「前にあるものに向かって身をのばす」ことによってである。イーディー教授が言うように、これは奮闘して苦しみつつ希望を抱く走者である。すべての筋肉は張り詰め、すべての静脈は始動する。胸はゼイゼイとあえぎ、額には大きな汗粒が浮かぶ。体は前のめりにかがみ、ゴール到着寸前の走者のようである。「それゆえ、だれも（どの弟子も）不従順の同じ例にならって落伍することがないよう、この安息の中に入るために励もうではありませんか」（ヘブル九・十一）。（３）「この一事に励む」ことによってである。彼の宣教の情熱、魂への渇望、諸教会のための労苦といえども、彼の魂のこの圧倒的情熱にはかなわない。なぜなら、賞のための競技用走路を神はこれらの聖なる奉仕を通して定めておられるからである。今日の労苦は明日の栄光の大きさである。「第一の復活は、救いを受けた後になされた従順に対する報いである。パウロは、神がご自分の目的にしたがって定められた水準を知らなかったのである」（Ｇ．Ｈ．ペンバー）。「天の王国は激しく襲われている。そして、激しく襲う者たちが力ずくでそれを奪い取っている」（マタイ十一・十二）。（４）それは「上への」召しであり、それゆえ召しているのは神である。「あなたたちをご自身の王国と栄光の中へと召しておられる神にふさわしく歩きなさい」（一テサロニケ二・十二）。１神は私たちを地上のすべての栄光から御座へと召しておられる。「それはあなたたちが神の王国にふさわしいと見なされるようになるためです。そのためにあなたたちも苦しみを受けているのです」（二テサロニケ一・五）。十字架は永遠に私たちのものである。私たちが良しと認められた時、私たちは冠を受ける（ヤコブ一・十二）。私たちが神の計り知れない諸々の報いを切望すればするほど、私たちはますます神を敬うことになる。使徒は拒むだけでなく、忘れるのである。進むだけでなく、押し迫るのである。見つめるだけでなく、身をのばすのである。それを行うだけでなく、それだけを行うのである。「ですから、私たち完成された者はこのように心がけようではありませんか」。「ああ、この思想、この千年間の至福の希望が私を突き動かし、神を畏れて聖潔を全うさせますように。それは、この幸いな状態に取って代わる恐ろしい裁きから逃れるのにふさわしいと見なされるためであり、第一の復活にあずかることができるためです！」（マデレーのフレッチャー）。なぜなら、「第一の復活にあずかるのは祝福された聖なる者である。彼らは生きて、キリストと共に千年間統治した」（黙示録二〇・四、六）。２


  
    １ パウロは遺言と遺言補足書を区別しているが、これは賜物と賞の違いを際だたせる。「神の相続人なのです」――これには再生以外に何の条件もない。「しかし、もし私たちが苦しみを受けるなら、キリストと共同の相続人です」――「彼が苦しんだように私たちが苦しみを受ける場合」（オルシャウセン）、「私たちも彼と共に栄光を受けるために彼と共に苦しみを受けるなら」（アルフォード、ローマ八・十七）。どちらの相続権にも永遠の命が含まれる。しかし、遺言補足書は彼の千年間の統治におけるメシアとの共同相続権を遺贈するものであり、私たちの主がそれを受けるのと同じ条件でそれを遺贈するのであって（ピリピ二・九、ヘブル一・九、イザヤ五三・十二）、遺言書に千年間先行する。それは「嗣業の報い」（コロサイ三・二四）であり、永遠の王国に「あふれるばかりに供給されて入る」よう資格づける遺産である。どちらの相続権も遺言に含まれており、全員に提供されている。遺言と遺言補足書のどちらも、遺言者の死に基づいて発効する。しかし、条件を満たさないかぎり、遺言補足書は効力をあらわさない。「彼と共に苦しむことは、私たちの合一による苦痛を暗示しているにちがいない」（モール）。「もし私たちが苦しむなら、私たちも彼と共に治めるようになります」（二テモテ二・十二）。遺言書は無代価の恵みによる無条件の遺産だが、遺言補足書は経験的にキリストと一体化されるという条件に基づく栄光なのである。

    ２ 時論の十三番目の「第一の復活」も見よ。

  


  



  二種類の義認


  



  再び聖霊はこの二重の真理を新たに示される。神はすべての義認の最高の模範として一人の人を選ばれ、聖霊も信仰による義認を示すために一人の使徒を特別に選ばれた。アブラハムは悔い改めた異教の偶像崇拝者であり、聖地を目指していたが、その彼に神は言われた、「あなたの身から出る者があなたの跡継ぎになる」（創世記十五・四）。そして、彼を無数の星空の下に連れ出して、神は再び言われた、「あなたの子孫はこのようになる」。すると、「アブラハムは主を信じた」――すなわち、パウロが述べているように、彼は神を信じたのである（ローマ四・三）。「神はこれ（彼の信仰）を義と認められた」。アブラハムは神を信じた――ただそれだけであった。神が彼に、ずっと後の時代のキリスト――キリストは唯一の子孫であるだけでなく複数の子孫でもある（ガラテヤ三・十六）――をおぼろげに、しかし確かに示された時、彼は何の疑問も疑いも持たずに神の御言葉を受け入れた。するとそれによって、神は直ちに彼を義人として受け入れたのである。天からの声が承認したわけでも、（私たちの知るかぎり）感情の波が信じるアブラハムを覆ったわけでもなかった。静かに、神秘的に、突然、神はアブラハムを再生され、アブラハムは信仰のみに基づいて義とされたのである。


  ここで使徒は決定的な質問を問いかける、「アブラハムは彼の信仰が義と勘定された、と私たちは言います。それでは、どのようにそう勘定されたのでしょうか？割礼を受けていたときでしょうか、それとも無割礼のときでしょうか？」（ローマ四・九）。アブラハムは義認を自力で獲得したり、「秘蹟」で得たのだろうか？あるいは、神のあわれみを補う長期間の従順と聖なる生活で勝ち取ったのだろうか？それとも、信仰のみによったのだろうか？その答えはきわめて重要なので、否定的にも肯定的にも言い表すことができる――「割礼を受けていたときではなく、無割礼のときです。それは彼が信じるすべての人の父となるためです」――創始者、模範となるためだったのである。このように聖霊の答えは完全に明らかである。アブラハムが義とされたのは、彼が働きや祭儀を行う前だった。それゆえ彼は、神のために働く前に神を信じて、信仰によって義とされたにちがいない。信じるまで、アブラハムはカルデヤの偶像崇拝者であり、失われた人だった。それゆえ、見よ、神がどのように救われるかの完全な見本、不変の実例を。「信じるすべての人の父」。


  しかし、信仰の盾には逆の面もある。アブラハムは輝かしい聖なる生活の目標に到達した。神が彼に最後にして最大の放棄を要求されると、彼は明け渡したのである。ここで、何度も繰り返し試みを経てきた年老いた族長の上に、第二の大いなる義認が臨む。イサクをささげる決意が固まった瞬間、主の御使いは言った、「あなたがこれを行ったので」――つまり、働きである――「また、あなたの息子を惜しまなかったので、わたしは祝福をもってあなたを祝福する」（創世記二二・十六）。それは静かで奥義的な内なる再生ではなかったが、戴冠式、神の公の厳粛な是認であり、報いをもたらしたのである。パウロは新約においてこれに並び立つ。「私は良い戦いを戦い、行程を走り抜きました。私は信仰を守りました」――これはみな働きである――「それで、私のために冠が用意されています」――これはパウロに与えられた特別な啓示であり、アブラハムの生涯の終わりに啓示が与えられたのと同じである――「それは義の冠であり」――義の帰結としての冠であり――「義なる裁き主は」――第二の義認を表彰して――「かの日に私に与えてくださいます」（二テモテ四・七）。その時からパウロは、以前は知らなかったことを知るようになったのである（一コリント九・二七、ピリピ三・十一～十四）。


  そこで聖霊は、この第二の義認を衝撃的な力強さで啓示するために、第二の使徒を選ばれた。「私たちの父であるアブラハムは、イサクを祭壇の上にささげたとき、行いによって義とされたのではないでしょうか？（中略）行いによって信仰が完成されたのです。（中略）行いによって人は義とされるのであって、信仰のみによるのではありません」（ヤコブ二・二一）。アブラハムの第二の義認は、人の前ではなく神の前のものだったことは明らかである。なぜなら、彼がそのように義とされた時、神だけが――イサクを除いて――そこにおられたからである（創世記二二・十六）。ヤコブは信じる前の行い、つまり律法の行いについて述べているのではない。なぜなら、「信仰は彼の行いと共に働き、行いによって信仰が完成された」からである。信仰はすでに存在していたのである。それゆえ、ヤコブが言う義認は永遠の命に至る義認のことではない。信じる前に働きによって義とされる、という考えを聖書は激しく否定する。「律法の行いによっては、いかなる肉も義とされません」（ローマ三・二〇）。しかし、信じた後に行った働き、信仰によってなされた働き、「信仰の働き」（二テサロニケ一・十一）は、報いのために義とするのである。「もしだれか（弟子）の働きが残るなら、その人は報いを受けます。もしだれか（弟子）の働きが焼かれるなら、その人は損失を被りますが、その人自身は救われます」（一コリント三・十四）――なぜなら、命に至る義認をすでに所有しているからである。「私には何もやましいことはありませんが、それで義とされるわけではありません」――これは第二の義認に関してである。再生された使徒には良心の咎めは何もなかったが、第二の義認に関しては確信がなかったのである。（特別な啓示を除けば）ベーマについておられる裁き主だけがその確信を与えることができる――「私を裁く方は主です。ですから、その時が来るまで、何事も裁いてはなりません」（一コリント四・四）。それゆえ御霊は私たちに命じておられる、「自由の律法によって裁かれる者として語り、かつ行いなさい」（ヤコブ二・十二）――自由の律法とはモーセの律法ではなく、キリストの律法のことである。


  神がアブラハムを召されると、彼は信じた。神がアブラハムを試されると、彼はそれに耐えた。その時、二つの義認が完成されたのである。信仰による彼の義認について、パウロは彼の再生の瞬間を指し示す。働きによる彼の義認について、ヤコブは成就された従順から出た彼の最後の行動を指し示す。人はみな、この両方の義認を得なければならない。第一は血による義認であり、次は働きによる義認である。第一は命のための義認であり、次に報いのための義認である。第一はイスラエルのエジプトからの脱出であり、次はカレブとヨシュアの荒野からの脱出である。一方は、別の方の従順による転嫁された義に基づく判決である。他方は、私たち自身の従順による能動的な義に基づく判決である。なぜなら幸いなのは、「働きがなくても神に義と勘定された人」だからである。また、「誘惑（試練）に耐えた人」も幸いである。「なぜなら良しと認められた時、その人は命の冠を受けるからです」（ヤコブ一・十二）。


  したがって、勝利にも二種類ある。「元気を出しなさい。わたしは世に打ち勝ちました」（ヨハネ十六・三三）。この「世」は誘惑、罪への誘い、不敬虔な習慣、聖くない生活の総計であり、それらが私たちの現在の環境を構成している。その圧迫に常に、絶えず、完全に抵抗して、主イエスは勝利されたのである。「勝利者」という言葉は内容がとても豊かである。それは圧迫、抵抗、戦い、勝利、打倒して征服する必要があるものを示唆する。常に努力し続けて勝利という結果に至ることである。激しいやむことのない誘惑にもかかわらず決して罪を犯さないことが、絶対的勝利者となることである。そして、そのように勝利した唯一の方がイエス・キリストである。今や、私たちの主のこの征服は、彼のすべての聖徒の勝利である。「神は私たちの主イエス・キリストを通して私たちに勝利を与えてくださいました」（一コリント十五・五七）。なぜなら、「私たちの信仰、これこそ世に打ち勝った勝利」だからである（一ヨハネ五・四）。打ち勝つ「だろう」ではなく、打ち勝っ「た」のである（改訂訳）。「キリストが」ではなく、「私たちが」である。なぜなら、信仰はキリストの勝利を私にもたらすからである。私はキリストにあって勝利したのである。なぜなら、彼と私は一つだからである。「私に今臨んでいる争いや苦しみは現実の戦いではなく、勝利を祝う祝典にほかならない」（ルター）。信じた最初の瞬間から、すべての信者にとって勝利は確かな事実である。「神から生まれた者はだれでも」――これは再生された人全員である――「世に打ち勝ちます。私たちの信仰、これこそ世に打ち勝った勝利です」。しかし、第二の勝利があるのである。七回、私たちの主は彼の諸教会のすべての構成員に、勝利者になるよう呼びかけておられる。ムーディー氏は言う、「これほど多くのクリスチャンが失敗する理由は、彼らが敵の力を過小評価しているというこの一点に尽きる」。こうして私たちは神の二重の真理に到達する。この世と比較すると、信者はみな勝利者である。互いに比較すると、ある者は勝利者であり、他の者はそうではない。第一の勝利については単純な信仰によるが、第二の勝利は揺るぎない従順によってである。第二の勝利では、咄嗟の行い、その場かぎりの勝利、聖なる感情の盛り上がりの占める地位は、第一の勝利以下である。第二の勝利は確立された良い習慣である――揺らいだりよろめいたりしない走者の、大きな肺活量、堅い二頭筋、鉄の筋肉である。それは戦いで一度勝利することではなく、連戦連勝することである。「勝利を得る者を、わたしはわたしと共にわたしの王座につかせよう。それはわたしが勝利して」――この二つの勝利は種類は同じだが、程度は異なるからである――「わたしの父と共に彼の御座についたのと同じである」（黙示録三・二一）。カレブの叫びが今こそキリストの諸教会の中に鳴り響くべきである――「私たちは必ず勝利できます」（民数記十三・三〇）。


  



  私たちの召しの賞


  



  私たちは今、千年王国への入国に関して、私たちの結論をまとめるところにいる。王国は――そこでの階級も――クリスチャンが目指して走るべき賞であり、神だけが知っておられる聖潔の水準に達しなければ失ってしまうものなのか？その答えは然りである。


  一．なぜなら、私たちの主は福音書の中でそう述べておられるからである――聖霊もほとんどすべての書簡でこれを繰り返しておられる――これは七つの教会に対する約束と警告の基礎である――そしてこれは黙示録の預言の中で実際の経験としてあらかじめ告げられているのである。


  
    （１）マタイ七・二一、ルカ二〇・三五、他

    （２）エペソ五・五～六、ガラテヤ五・十九～二一

    （３）黙示録二章と三章

    （４）黙示録十一・十八、二〇・六

  


  二．なぜなら、旧約の予表が――ほとんどは未採掘だが――これを見事に裏付けており、そうして新約の字義どおりの節に関する私たちの理解を確証し、すべてを素晴らしい啓示のモザイクへと織り込んでいるからである。

  一コリント九・二四～十・十二、出エジプト十二・十五、ルカ十七・三二、ヘブル四･十一


  三．なぜなら、来るべき時代は――恵みのみに基づく永遠の状態とは異なり（黙示録二〇・十五）――「千年間から成る最後の一日、全く完全な裁きの時代」として啓示されているからである。今の時代に蒔かれた種はすべて、その時代に収穫として刈り取られ、信じた後に行った働きの不利な結果はその時代に限定されるのである。

  ローマ二・五～十一、一ペテロ四・十七、一ヨハネ四・十七、ガラテヤ六・七～九


  四．なぜならそれは、キリストにあるすべての信者が立つ完全な永遠の立場を確立することにより、私たちの主の転嫁された義と神聖な犠牲という無限の功績を保護する一方で、すべての信者に来るべき栄光を失うかもしれないという痛みの下で自分の歩みに責任を持たせることにより、人の責任と神聖な正義をも保護するからである。１

  （１）ヘブル十・十四、ローマ八・三三　（２）ピリピ二・十二、黙示録三・十一


  
    １ 私たちの主は永遠にわたって彼の教会を比類ない恵みの水準と究極的栄光に上げられたが、これは教会に責任を免れさせるものではなく、かえって教会の責任を深めるものなのである。「主人の意図を知りながら用意せず、彼の意図を行わなかったかの僕は、多く鞭打たれるであろう。しかし、知らずに鞭打ちに値することを行った者は、少なく鞭打たれるであろう。多く与えられた者からは多く要求され、多く任された者からは多く求められるであろう」（ルカ十二・四七）。「裁きを意味する刑罰はあるはずがなく、誤導された人を道徳的に更正するための愛情に満ちた懲らしめがあるだけである、と福音的立場から信じる人々は、このような宣言の恐るべき重大性を正しく評価することがほとんどできないのである」（ランゲ）。

  


  五．なぜなら――ご自分の民に対する神の取り扱いは常に神の性格に基づいていなければならず、神の性格はあわれみだけでなく義でもあるので――信者の生活がたとえ聖くなくても１栄光が陰るだけでそれ以上の深刻な影響をその人の将来に及ぼさない、ということは考えられないからである。


  
    １ ひどい罪や相当問題のある奉仕だけが追放という結果になるわけではない。私がどんな人であるのかが、私が何を行うのかと同じように、この問題に関わっている。これを学ぶことはきわめて重要である。激しい気性（マタイ五・三）、傲慢な精神（マタイ五・五)、赦さない気質（マタイ六・十四）、金銭を誇る心（マルコ十・二四）、かたくなな性格（マタイ二〇・二二）は、主と共に統治するのにふさわしくないだけでなく、これまで教会を混沌に陥れてきたし、王国をも速やかに混沌に陥れるであろう。「あなたたちが」――使徒たちが――「悔い改めて、小さな子供たちのようにならないかぎり」――信頼に満ちた、純粋で、へりくだった、愛する者とならないかぎり――「あなたたちは決して天の王国に入ることはない」（マタイ十八・三）。「なぜなら、天の王国はそのような人たちのものだからである」（マタイ十九・十四）。さらに、真理を拒絶するなら、その結果は厳しいのである。「小さな子供のように神の王国を受け入れない者はだれでも、決してそこに入ることはない」（マルコ十・十五）。

  


  六．なぜなら、信者の働きに対して裁きがあること、そしてそれはあわれみの座ではなく裁きの座の法廷の前においてであることを認めるなら、それによって私たちはさらに、その取調べは厳格な裁きの性格を帯びているにちがいないこと、そしてそれゆえ叱責にせよ賞賛にせよ厳密に査定されるであろうことを、認めないわけにはいかないからである。１

  二コリント五・十、ローマ十四・十～十二、コロサイ三・二四～二五、二テモテ二・五


  
    １ 現在の懲らしめについては――ミリアムが神ご自身の御手によって打たれてらい病になったように（民数記十二・十）、あるいは罪のために苦しみを受けて切り離された教会員のように（一コリント十一・三〇）、肉体的な懲らしめさえも――みなが認めている。しかし大部分の人は、懲らしめはすべて今生のみに限られる、と思い込んでいる。それによって、裁きの御座は全く司法的機能をそがれ、完全に非現実的なものとされているのである。聖書は反対に、現在ふりかかる裁き（一テモテ五・二四）は例外的であることを強く主張している。すべての子らに対する現在の懲らしめ（ヘブル十二・八）は別として、最高に裁きの性格を帯びているのは来るべき時代である。死は性格の上に魔法的な働きをしない。裁きの御座を否定する基本的論理がいかに深刻であるかは強調するまでもない。「懲らしめが今生で終わらなければならない理由は見つけるのがとても困難であり、確立するのもとても困難であろう。したがって、危険をかえりみずにこの教理を放棄する人は、以下のことを主張する立場以外は安全なものに思えないであろう。すなわち、（１）神の選民に与えられた道徳的指針としての教えは何もなく、その結果、（２）神の民は決して罪を犯すことがなく、懲らしめを受けることもない、という立場である。この不信仰の恐るべき立場について、私はここでは非難するまい」（ガボット）。もし後退した人、最悪の後退者でさえも、死ぬ時、死ぬ行為によって、直ちに奇跡的に清められて完成されるなら、生涯に及ぶ苦しみを通して長期間の聖化の過程を経る必要はないことになるし、苦悩を通して聖潔に到達した無数の受難者に対する正義もないことになる。

  


  七．なぜならそれは、神の民の罪を神になすりつけて非難することから神の聖と義を守り、そして、主の転嫁された義と常にやむことなく協力する弟子の積極的な義に対してのみ神の最高の栄光が与えられるようにするからである――従順が愛の唯一の証拠なのである。

  一コリント三・十七、一テサロニケ四・六、マタイ五・二〇、黙示録二〇・六


  八．なぜなら、それはパウロとヤコブを最もよく両立させるからである――つまり、永遠の命に至る信仰を通しての義と、千年期の報いに至る働きを通しての義を最もよく両立させるのである。なぜなら、永遠の王国に入ることは賜物だが、豊かな入国は先んじて入ることにほかならず、それは働きの七重の基礎の上に築かれているからである（二ペテロ一・五～十一）。


  
    （１）働きの前――ローマ四・十、創世記十五・六

    （２）働きの後――ヤコブ二・二一、創世記二二・十六

  


  九．なぜなら、それはおそらく、カルバン主義者とアルミニウス主義者の間の長年にわたる論争に対する一つの解決に迫るからである。なぜならそれは、救いの輝かしい確実性に関するすべての節を確立する一方で、最も厳粛な警告に対する広大な展望をも残すからである。それは聖書の両方の御言葉の組をありのまま受け入れるのである。１

  ヨハネ十・二七～二八、ローマ六・二三、ローマ十一・二九、ヨハネ十五・六、ヘブル十・二六、マタイ五・二二


  
    １ アルミニウス主義のグループ――高教会、ウェスレー主義者、救世軍――は、信者が永遠の滅びに遭う可能性を肯定している。カルバン主義のグループ――低教会、清教徒の反体制派、兄弟団――は、信者が被る損失以上の不利な裁きをいっさい否定している。ここで主張している聖書理解では、信者は永遠の滅びより軽い損失を被るおそれがあること、しかしそれは千年期の時代に限られることを支持する。これは少なくとも、二つの両極端の間の中庸の立場である。あまりにも長きにわたって、諸教会の指導者たちは邪悪で怠惰な僕に対する神の恐ろしい御言葉を握りつぶしてきた。それゆえ、神の御言葉全体に忠実な人は今や自分たちの見方を再調整することを余儀なくされており、それが遅々とした痛みを伴う嫌々ながらのものであることの究極的責任は彼らにあるにちがいない。しかし、聖潔と謙遜を深め、私たちを主のかたちにさらに似た者に造り変える教えはすべて、地獄から来たものであるはずがない。何度も何度も、私はこの教えが人生を変えるのを見てきた。また、私自身の人生にこの三十年の間に臨んだ恵みや祝福の大部分は、激しく攻撃されているこれらの厳格な真理のおかげなのである。

  


  十．なぜならそれは、教会生活にまつわる数々の事実だけでなく聖書の単純な御言葉に対しても自然で無理のない解釈を与え、現在の時代の特徴と義なる報いの両方に関して両者がいかに互いに一致しているのかを啓示するからである。選択的携え上げ、一部の人だけの復活、冠の喪失、賞を失うこと、働きが焼かれること、限定された共同相続権、刑罰――証拠は山のようにあり、その蓄積は圧倒的である。

  二コリント十二・二〇、ヤコブ二・五、マタイ十八・十八、ローマ八・十二、十三


  十一．なぜなら、肉的な生活の劇的な結果を見ることにより、神の教会の大部分は清められるし、ただそれによってのみ清められうるからである。そして、これらの結果を率直に恐れず告げることに欠けているせいで、弟子の大群は今や深い眠りに包まれているからである。１

  一コリント五・五、十一、六・九、マタイ二四・四八～五一、ルカ十二・四七、四八、黙示録三・十六、二一


  
    １ 聖霊が私たちの目の前で働いて示しておられる裁きの御座の懲罰的効果（マタイ二五・三〇）を弟子が否定するとは、驚くべきことである。宣教士たちは中国のリバイバルについて記している（一九一〇年）――「あらゆる階級のクリスチャンたち――牧者、長老、助祭、伝道者、聖書を読む女たち、教会員――が数々の罪について告白した。それらの罪はパウロの手紙に記されているあらゆる形の罪――偶像崇拝、姦淫、賭け事、盗み、詐欺、憎しみ――を含み、十戒のすべてを網羅し、とりわけ多かったのが七番目の戒めに対する違反であった。彼らが告白した理由の一つは、今地上で告白しないなら、将来天で告白せざるをえなくなるかもしれないことだった。私は彼らが自分の手で自分の頭を打つのを見た。また、彼らが自分の頭を地面に打ち付けるのを見た。私は彼らが大いなる肉体的苦痛の中で自分の頭を前にある長椅子に打ち付けるのを見た。私たちは大いなる裁きの御座の一部を目撃している、と時折思われたのであった」。聖霊は恵みの時代でさえこのように働くことができるのである。「私は有益な刑罰という考えに身震いする。それにもかかわらず、聖書は何と言っているか？」（Ｒ．ガボット）。「もしあなたたちが心から自分の兄弟の一人を赦さないなら、わたしの天の父もあなたたちに対して同じようにされるであろう」（マタイ十八・三五）。

  


  十二．なぜなら、それはキリストの裁きの御座の恐るべきビジョンですべての動機を清め、愛に次ぐ動機として弟子がこの世から分離する動力となり、神の王国に対する情熱で弟子を満たすからである。そして、それは神のすべての子供のために、神がメシヤの王座を分配される貴重な機会だからである。

  一ペテロ一・十七、黙示録二・二一～二三、ピリピ三・十一～十四、黙示録二・二六、二七


  



  大逃亡


  



  この原則の最後の適用、最も差し迫った緊急のものがまだ残っている――それは、最後の裁きが迫っているのに目を覚ましていない危険性である。「これらの起ころうとしているすべてのこと」（ルカ二一・三六）。どんなことか？押し寄せる災害、天からの恐るべきこと（十一節）、太陽、月、星に現れるしるし（二五節）、天の力が震われること（二六節）である。なぜなら、これらは刑罰の日（二二節）、迫害の日（十七節）、諸国民の悩みの日、人々が恐怖で気絶する日（二五節）だからである。「その時には、世の初めから今に至るまで、かつてなく今後もないような大きな艱難が起こるからである」（マタイ二四・二一）。逃れることをこれほど重大なものとする、これ以上恐るべき危険はないのである。


  逃れることは可能である。「これらすべてのことから逃れるために」。さて、苦難は宇宙的なものなので、天に逃れることしかありえない。「なぜなら、それは地の全面に住むすべての人に臨むからである」。人の住む全世界には、安全な場所はどこにも存在しないであろう。逃れるのは、「力と大いなる栄光を帯びて雲に包まれてやって来る人の子」へと逃れることである。「彼は天をたれて下られ（中略）高いところから御手を伸べて、私を捕らえました」（詩篇十八・九）。それゆえ、これはユダヤ人の残りの者を解放することではありえない。なぜなら、（１）ユダヤ人が逃れる先は荒野であって天ではないからである（黙示録十二・六）。地的逃亡は洪水を通ったノアによって予表されており、天的逃亡は洪水から完全に逃れたエノクによって予表されている。これは「人の子の前」への逃亡である。（２）ユダヤ人の逃亡は能動的だが、この逃亡は受動的である。忠信なユダヤ人は「山に逃れる」べきだが（マタイ二四・十六）、忠信な弟子はここでは取り除かれること、「（御使いによって、アルフォード）人の子の前に置かれること」を祈るべきである。（３）ユダヤ人の逃亡は純粋に物理的理由に基づく――直ちに顔を山に向ければ、その人の道徳的状態がどうであれ、逃れることができる。しかし、この逃亡は道徳的に受け入れられるかどうかに決定的にかかっている――「逃れるのにふさわしい者と見なされるために」。


  他の聖書の御言葉が決定的に示しているように、この逃亡はクリスチャンの逃亡である。（１）クリスチャンの教会の責任者に私たちの主は約束された――「あなたはわたしの忍耐の言葉を守ったので、わたしもあなたを試みの時から、全世界に臨もうとしている時からあなたを守る」（黙示録三・十）。（２）クリスチャンの教会の責任者に私たちの主は警告も与えられた――「もしあなたが目を覚まさないなら、わたしは盗人のように来る。そしてあなたは、いつわたしがあなたに来るのか（あなたを見るのか、ギリシャ語）わからないであろう」（黙示録三・三）。それゆえ、テサロニケ人への第一の手紙五章四節に基づいて、パルーシアは盗人のように信者に臨むことはない、と言うなら、私たちの主のこの御言葉はその推測を直ちに否定するのである。なぜなら、いつ来るのか全くわからず、盗人のように下ってくるというこの警告は、クリスチャンの牧者に宛てられているからである。１（３）型が見事にこれを確証する。畑は世界、麦は教会、刈り取る者たちは御使いである（マタイ十三・三九）――刈り取る者たちは第一に初穂を集め、次に収穫を納屋に収め、最後に、わざと刈り取らずにいた畑の隅々から落ち穂を拾い集める（レビ記二三・十～二二）。それゆえ、初穂は収穫の前に天に見いだされるのである（黙示録十四・四）。そして収穫の後にも（黙示録十六・十五）、目を覚ましているようにとの警告がなおも発せられる（黙示録十四・十五）。「救い主が戻られるのを熱心に待ち望んでいる人たちだけが、最初に取り去られるであろう」（シース）。


  
    １ この事実が決定的に証明しているように、テサロニケの弟子たちは（一テサロニケ四・十五）教会全体ではなく、目を覚ましている人だけを表している。これは逃れる約束がヒラデルヒヤの御使いに宛てられており、「わたしの忍耐の言葉を守った」ヒラデルヒヤのすべての人には間接的に宛てられているだけなのと同じである。テサロニケの弟子たちには、パルーシアが盗人のように突然臨むことはないであろう。それゆえテサロニケ人が表しているのは、準備不足ではないので決して驚かない人々なのである（一テサロニケ五・四）。

  


  逃れられるかどうかの道徳的岐路は状態にかかっている。「どんな時にも目を覚まして、逃れることができるよう懇願しなさい」（ルカ二一・三六）。これらの神聖な御言葉は、もしそれに何らかの意味があるとするなら、ふさわしくなければ逃れられず、夜通し祈るのでなければふさわしい者になれないことを意味するにちがいない。「絶えず目を覚まして祈りなさい」。「これほどよく繰り返される命令、これほど厳粛な印象を受ける命令は他にない」（ディーン・アルフォード）。なぜなら、逃れることは信仰に付随する特権ではなく、神だけしか知らない聖潔の水準に付随する報いだからである。「その時、二人の男が畑にいると、一人は取られ、一人は残される。二人の女が臼を引いていると、一人は取られ、一人は残される。だから目を覚ましていなさい。あなたたちの主がいつ来るのか、あなたたちは知らないからである」（マタイ二四・四〇）。「私たちの主がここで前提としておられるのは、彼が御口の息で『あの邪悪な者』を滅ぼすまで、彼の愛する教会は地上における彼の羊として顧みを受け続けるであろうということである」（トレゲレス）。


  「Watch」という言葉は、聖書の偉大な包括的言葉の一つである。気をつけること（watch oneself）、世界的危機の進展を見守ること（watch）、王を待つこと（watch for）、キリストの最高の権益を見守ること（watch for）、過ぎ去って行く機会を見張ること（watch for）、死に行く人々に注意を払うこと（watch for）、サタンを見張ること（watch）、神を見つめること（watch）である。目を覚ましていること（watchfulness）は、神のために全能力を行使して厳戒態勢を取ることである。しかし、それは特別な祈りを伴わなければならない――「ふさわしい者と見なされるために祈りなさい」「逃れることができるよう祈りなさい」。目を覚ましていることは私たちのすべての力を神のために呼び覚ますことであり――祈りは神のすべての力を私たちのために呼び覚ますことである。しかし、それ以上である――目を覚ましていることは私たちの働きを神にささげることであり――祈りは私たち自身をささげることである。ハドソン・テーラーほど十九世紀にキリストのために大きな働きをした者はなく、（私が思うに）彼ほど神に近い歩みをした者はほとんどいないが、その彼が肉的な信者について述べている、「彼らはルカによる福音書二一章三四～三六節にある私たちの主の警告を忘れており、それゆえ逃れるのにふさわしい者と見なされることはない。彼らは『すべてのことを損失であると見なした』ことがなく、それゆえ、パウロが失うかもしれないと感じたかの復活に到達することもない。クリスチャン全員がかの復活に到達するわけではなく、そして空中で主と会うわけでもない、という私たちの真剣な確信をここに記したい」。思い込むより奮闘する方がどれほど安全であろう！


  それゆえ、緊急の叫びが神の全教会に鳴り響かなければならない。なぜか？（１）「もし私の信仰が間違っているなら、私はそれを変えなければならない。もし私の信仰が正しいなら、私はそれを広めなければならない」（ホエトレー博士）からである。警告を差し控えることは、教会を危険から救うまさにその真理を教会から奪うことである。（２）私たちの天然の緩慢さを覆す、これ以上強力な手段は思いつかないからである。幾万の勧めより幾つかの事実の方が心を打つのである。信者に対する来るべき裁きは、特に信者の中の肉に向けられているので、それゆえ好評を博することはありえない。この真理を攻撃する苦々しさこそ、この真理の正しさを示す非常に鋭い説得力ある証拠なのである。カレブとヨシュアは自分たちの命を危険にさらして、近づきつつある王国について、そしてそれに入るには信仰だけでなく従順が必要であることを証しした（民数記十四・十）。主が予め告げておられるように、報いにふさわしくない僕は耐えられずに迫害を始める僕でもある（マタイ二四・四九）。責任を軽んじる者たちが、彼ら自身それに達し損なったとしても、少しも不思議ではない。（３）危険は差し迫っているが、まだ降りかかってきているわけではないからである。「なまぬるいラオデキヤ人は手遅れになる前に目を覚ますことができる。キリストは戸口に立っておられる」（Ｇ．Ｈ．ペンバー）。条件を満たすなら、王国を得る確かな見込みがあるのである。「危険な時代が私たちに臨んでいる。起ころうとしているこれらすべてのことから逃れて、人の子の前に立つのにふさわしい者と見なしてもらえるよう、絶えず目を覚まして祈れますように！」（ジョン・ウィルキンソン）。「わたしがあなたたちに言うことは皆に言うのである。目を覚ましていなさい」（マルコ十三・三七）。１


  
    １ さらに完全な説明については、「現在の時代」小冊子の第十号「携挙」を見よ（６ｄ、ザイン）

  


  



  永遠の裁き


  



  義の日は最後の裁きで閉じる。王国は過ぎ去り（一コリント十五・二四）、古い天と地は逃げ去った。神の全宇宙には、一つの偉大な輝く白い御座以外何も残っていない。その御座の前に死者が、小さな者も大きな者も立つ。「そして諸々の書が開かれた。そしてもう一つの書、命の書が開かれた。そして死者は裁かれた」（黙示録二〇・十二）。諸々の働きが記された複数の書と、諸々の名が記された一冊の書。諸々の働きが記された複数の書は咎に丁度見合う罰を割り当てるためであり、諸々の名が記された一冊の書は、救われた人は命の書の中に名前しかないためである。働きは、信仰を持つ前であれ後であれ、消え去る。主権的な選びの恵みによってそこにあるのは小羊の書と、世の基が置かれる前からそこに記されていた、カルバリの血によって洗われた名である。したがって、私たちが永遠にその上に立つ功績は、ただキリストの功績だけである。それゆえ、族長の時代、律法の時代、クリスチャンの時代のすべての信者が、永遠の王国で統治する。「命の書に名が記されていない者はだれでも、火の池に投げ込まれた」。カルバリはこの世に対する神の愛の大きさであり、地獄はキリストに対する神の愛の大きさである。なぜなら、神は御子をカルバリに渡すほどこの世を愛されたからであり、御子を拒絶する者はだれでも地獄に渡されなければならないほど御子を愛しておられるからである。今や、矯正的な懲らしめはやむ。もはや刑罰が清めることはなく、永遠の刑罰となる。しかし、救われる者は驚くべき救いで救われる。「もはや呪いはなく」（黙示録二二・三）――永遠に罪はない。「その中に御座があり」――永遠の交わり。「彼の僕たちは彼に仕え」――永遠の奉仕。「彼らは彼の御顔を見」――永遠の喜び。「彼の御名が彼らの額にある」――永遠の安全。「もはや夜はない」――永遠の力。「主なる神が彼らに光を与え」――永遠の知識。「そして彼らは」――すべてのよみがえらされた、あらゆる時代の人々は――「永遠にわたって支配する」――永遠の栄光。１


  
    １ それにもかかわらず、主イエスが現れる時に勝利者たちに贈られる報い、あるいは冠は、決して古びることも、消え去ることもない。なぜなら王国が終わるのは、もはや制圧するべき敵はなく、介入や手当を必要とする無秩序はもはやない、という意味においてだからである（Ｗ．リンカーン）。

  


  



  Ａ．煉獄に関する注記


  



  聖書の中に何度も述べられている信者の裁きの真理は、大きな実際的力であり、一度魂を捕らえるなら計り知れないやる気を起こさせるものであることは明らかである。なぜなら、しばしばなされる推測とは裏腹に、この真理は永遠の命に関する私たちの確信を大いに強めるからである。なぜなら、報いに関する無数の条件付きの約束と、信仰のみに基づいて与えられる永遠の命に関する単純な保証とのもつれを解くことにより、この真理は無条件の賜物を分離して輝かしい光の中に置く一方で、これまでローマの拠り所だった、大きな困難と疑いをもたらす、多数の警告の節を報いの領域に退かせるからである。永遠の安全を再確認する一方で、しかし千年間の危険について警告することにより、この真理は魂を解放して矢が飛ぶようにまっすぐ神の最高最善に向かわせる。さらに、聖書のすべての真理の中で、キリストの教会がこれほど必要としている真理はない。神の僕の中でも群を抜いているアウグスチヌスは、申し開きをしなければならないという自覚ほど、自分を訓練に向かわせる恒常的な力強い動機はなかった、と述べている。私たちの主がテアテラに向けて表明しておられる真理が一度でも魂の中に打ち込まれていれば、今日の多数の真の信者たちの間に蔓延している、この世と罪に対する耽溺の中にあえて飛び込もうとするクリスチャンはだれもいなかっただろう――「すべての教会は、わたしが人の心の奥底までも探る者であることを知るであろう。そしてわたしは、あなたたち一人一人に、あなたたちの働きに応じて報いを与える」（黙示録二・二三）。最後に、この真理は贖われた心に恐るべき力で数々の事実を突きつけて十分な衝撃を与える。文字どおり来るべき恐るべきことから肉体的に取り去られること、文字どおり不朽の命の拍動と共に墓から飛び出すこと、文字どおり王座につき、白い衣を着てキリストと共に歩んで文字どおり諸国民に対する権威を持つこと――これらはすべて聖潔と苦難を条件とするものである以上、他の志はすべて塵のようになり、殉教でさえ過大な代価にはならないのである。


  しかしこの真理の数々の長所は、ローマの誤り、そしてその誤りがいかに生じたのかを支持する光では少しもなく、とりわけローマの煉獄の教理を支持する光では少しもない。なぜなら（最初に見たように）、私たちの主のご自分の者に対する愛はきわめて独特であり、愛する人が完成されるまで決してやまないからである。「わたしは愛している者を叱ったり、懲らしめたりする」（黙示録三・十）。「彼が私たちを懲らしめるのは私たちの益のためであって、私たちが彼の聖にあずかる者となるためです」（ヘブル十二・十）。彼の聖は完全である。それゆえ私たちの訓練は、それがいかに過激で長引いたとしても、決して彼の敵意の証拠ではなく、彼の愛の証拠なのである。また、今であろうと裁きの御座においてであろうと、弟子の究極的滅びのしるしではなく、究極的完成のしるしなのである。他の者たちは甘やかすことで愛を示すが、キリストは懲らしめによって愛を示される。「わたしにある枝で実を結ぶものはみな、彼は清めます」（ヨハネ十五・二）。このように信者に対する裁きが（だれもが認めているように）恵みの時代に完全に執行されており、聖書もそう述べている以上、このような裁きは、たとえそれが今生（一コリント十一・三〇）や来世（ルカ十二・四六）で死に至る罰だったとしても、恵みの諸々の原理を犯すものではありえないことは明らかである。私たちが受ける懲らしめは完成への大路なのである。


  さて、私たちの主は神の僕たちが互いに赦し合うべきことを命じられる際、今生の後に起きることを恐るべき力で抗しようがないほど明確な言葉で描写された。しかし、その言葉はほとんど受け入れられておらず、教えられてもいないため、ロバートソン・ニコル卿が言ったように、「クリスチャンの教会はこれらの御言葉に直面したことがほとんどない」のも同然である。無慈悲な僕（マタイ十八・二四）は再生されていたことが決定的に啓示されている。この赦さない僕は彼自身、赦された人だった。王は言う、「あなたがわたしに願ったので、わたしはあなたの負債をすべて赦した」。未信者が赦しを求めてそれを得るとき、それにもかかわらず依然として未信者のままであり、再生されていないということがあるだろうか？十字架の血を通してでなければ、どんな罪も赦されないし、赦されることはないであろう。このような赦しが救いに伴わないことがあるだろうか？ケリー氏は、「この僕はユダヤ人を表しており、これは異邦人に対するユダヤ人の憎しみである」と言う。また、バリンガー博士は、一万タラントの負債とは十字架刑のことである、と言う。しかし、ユダヤ人は悔い改め、告白し、赦しを求めて、それを得たことは決して無く、十八世紀のあいだイスラエルの上には純然たる裁きが臨んできたのである。この人は自分の罪を告白し――「負債すべて」、赦しを求め――「あなたはわたしに赦しを求めた」、赦しを得――「わたしはあなたを赦した」、責任と信用ある地位に上げられた――「あなたの僕仲間たち」。さらに王は、この違反者は赦された人である、という事実に完全に基づいて非難しておられる。「わたしがあなたをあわれんだように、あなたも自分の奴隷仲間をあわれむべきではなかったか？」。


  たとえこの僕が再生されたユダヤ人であり、私たちの主の時代や大艱難時代のレムナントだったとしても、この真理は原理的に影響を受けず、適用の仕方が変わるだけである。なぜなら、彼は（赦されているがゆえに）救われた人であり、それゆえ私たちの主は救われた人に対してこのように行いうるからである。再生された人に対する裁きがこのように痛々しいものであることは、このように将来起きる事実である。それゆえ、この事実の背後にあるこの原理に対する反対は、すべて地に落ちなければならない。しかし文脈からは、彼がユダヤ人なのかどうか、救われているのかどうかはわからない。これは、呪いはすべてユダヤ人に対してであり、祝福はすべて教会に対してである、という昔の陳腐（に思われる）説の復活である。このような思想は、特権を持てば持つほど責任は軽くなる、ということを前提としている。それが前提としているのは、光に乏しいユダヤ人の弟子が罪を犯すなら、いっそう厳しい罰を招くということである。しかしパウロの警告の叫びはその正反対であり、「なおさらではありませんか！なおさらではありませんか！」（ヘブル十二・二五、ローマ十一・二四）である。さらに、私たちの主はこの僕を天の王国の者と見なしておられる。天の王国はユダヤ人から取り上げられて（マタイ十一・四三）聖なる国、教会（一ペテロ二・九、改訂訳）に与えられたのである。


  しかし、もう一つのさらなる事実も同じように決定的である。私たちの主は質問に答えられた――「私の兄弟が私に対して罪を犯したら、何回まで赦すべきでしょうか？イエスは彼に言われた、七回の七十倍までである。それゆえ天の王国は、僕たちと清算しようとする王のようなものである」。このたとえはこの回答を強めるものである。それは、もし赦さなければペテロに何が起きるかの啓示であり、キリストの裁きの御座の光景である。私たちの主は教会の紛争をまさにこのように取り扱われた。「もしあなたの兄弟があなたに対して罪を犯し」――これは兄弟間の争いであり、使徒間の争いでさえある――「教会に聞くことも拒むなら、その人を異邦人や取税人のように見なしなさい」。もしこの僕が未信者なら、このたとえはペテロの問いとは全くの無関係である。ペテロはイエスに、教会紛争における赦しの上限を定めるよう求めた。私たちの主が、未信者の赦さない心がもたらす結果について啓示されたとするなら、それはペテロに対する返答にはなりえなかっただろう。「兄弟」とは誰か？「だれでも神の御旨を行う者は、わたしの兄弟なのである」（マルコ三・三五）。


  最も注目に値するのは、私たちの主は最も強烈な地獄の説教者だったが、それと同じように信者に対する彼の警告ほど重大な警告はない、ということである。彼ご自身のたとえの結末は恐ろしく決定的である。「そこでその僕の主人は怒って、負債を全部払うまでその僕を獄吏に渡した。あなたたちが自分の兄弟の一人でも心から赦さないなら、わたしの天の父もあなたたちに対してこのようにされる」。「なぜなら、あわれみを示したことのない人には、あわれみのない裁きが下されるからです」（ヤコブ二・十三）。この節だけではない。他にも同じように恐るべき力を持つ節がいくつもあるのである。


  
    （１）「もし人がわたしの中に住んでいなければ、その人は枝のように投げ捨てられて枯れてしまいます。そして人々はそれらを集めて火の中に投げ入れ、それらは焼かれてしまいます。」（ヨハネ十五・六）

    （２）「だれでも（自分の兄弟に向かって）モレと言う者は、ゲヘナの火の危険に陥ります。」（マタイ五・二二）

    （３）「なぜなら、真理の知識を受けた後、もし私たちが故意に罪を犯すなら、もはや罪のためのいけにえは残っておらず、裁きと、敵対者を焼き尽くす激しい火とを、恐れながら待つしかないからです。」（ヘブル十・二六）

  


  ぶどうの木に接ぎ木されたのに、みずみずしい新緑の後に枯れてしまった枝は、口先だけの信仰告白者を表すはずがない。他の「兄弟」をモレ――「神に背いた反逆者」――と怒って非難する「兄弟」は、ゲヘナの危険を冒す。なぜなら、その非難は偽りだからである。すなわち、二人とも神の子供であり、それゆえ、神の昔の原則（申命記十九・十六～十九）が自分に跳ね返って来るのである――偽りの証人は、人に下そうとした刑罰を自分の身に招くのである。また使徒は、故意に罪を犯すなら、「私たちは」――彼自身も含めて――恐ろしい目に遭うことになる、と言ったが、これ以上はっきりとは述べられなかったであろう。これらの節は信者全員の究極的救いと調和する余地がある（と私は信じる）。しかし、聖書を敬い、神の恐るべき聖と威厳を意識している思慮深い人なら――「主はご自分の民を裁かれる」という御言葉の直後に「生ける神の御手に陥ることは恐ろしいことです」という御言葉が続く（ヘブル十・三〇）――これらの御言葉を軽んじたり、いと高き方のこれらのきわめて鋭い警告の刃を鈍らせたりしようとは願わないだろう。神の義と聖の正しい要求を黙殺することは神の恵みに対する悪行だが、まさに万民救済主義者や万人救済論者は地獄の教理から逃れようとしているのである。


  さて、ローマの煉獄の教理に向かうことにする。ローマによる真理の歪曲は、もし教会が信者の清めに関する聖書のすべての啓示を常に保持して教えていれば決してありえなかっただろうが、公式に二回決定されただけである。「もし真の悔悟者が、改悛にふさわしい実を結ぶことによって有為の罪や無為の罪に対する償いを終える前に、神の恵みのうちに死ぬなら」――つまり、自分自身の贖いに助力するなら――「その魂は死後、煉獄の刑罰によって浄化される」（フェラーラ公会議）。「そして煉獄に渡された魂は、真実な方のとりなし（祈りと黙想）と、特に最も喜ばれるミサのいけにえとにより助けを受ける」（トレント公会議）。ここに見られる明らかな誤りは――贖宥状販売の恐ろしい増加やミサの効力は別として――主に三つである。（１）煉獄の教理では、清めの場所はハデスである。聖書によると、清めの場所は今生と復活後の裁きの御座であり、決してハデスではない。すべての信者のために備えられているパラダイスは、キリストの特別な臨在がある「はるかに良い」ところである。（２）法王や祭司の力、仲間の信者たちの祈りは、いかなる人、信者、未信者についても、ひとたびその人が他界するなら、その人の受けるべき刑罰を変えることは微塵もできない。「人は一度死ぬことが定められており、その後裁きが臨みます」（ヘブル九・二七、改訂訳）。死者のための祈りは聖書にはない。今生においてすら、祈りは死の判決の下にある信者には効果がない（一ヨハネ五・十六）。これはローマの教理の周囲に成長した（贖宥状等のような）すべての忌むべきものの根を断ち切る。（３）しかし決定的誤りは、懲罰と救いを混同している点である。懲らしめは必要かつ有益であり、神により今生において例外なくすべての信者に課せられている（ヘブル十二・八）。極端な場合、恐ろしい肉体の病（出エジプト十五・二六）や、死に至ることさえある（一コリント十一・三〇）。また、死によって罪人が罪の無い人に変わるような魔法的変化は生じないし、訓練の間に犯した悔い改めていない違反が死によって解消されることもないので、裁きの御座においても懲らしめが同じように必要かつ有益であるにちがいない１――しかし、懲罰的苦難は決して永遠の命とは関係ない。カルバリの受難以外に贖いの受難はない。救われるための人の働きは罪深く致命的である。「働きによるのではありません。だれも誇ることがないためです」（エペソ二・九）。


  
    １ 信者に対する裁きは今生で終わるという信条は、明らかに受け入れがたい。なぜなら、この世の栄華をきわめて死んだ後退者たちを私たちはみな知っているからである。それゆえパウロは問題のある一人の信者のために「かの日、彼が主のあわれみを受けますように」（二テモテ一・十八）と祈り、他の人について「どうかこれが彼らの勘定に入れられませんように」（二テモテ四・十六）と祈った。なぜなら、来るべき時代に赦される罪――明らかに未信者の罪ではない――があるからである（マタイ十二・三二）。ホッグ氏とヴァイン氏の言葉によると、「（『悪を行う者は自分が行った悪の報いを受けます』（コロサイ三・二五）という）御言葉に対して、この法則が働くのは今生だけであると示唆することにより、その重要性を軽減しようと試みても無駄である。なぜなら、御言葉と文脈のどちらを見ても、種蒔きは今生であり、刈り取りは来生である、と読み取る以外ないからである」。

  


  そこでもう一度聖書の真理に戻ることにする。神は二種類の清めを備えられた――血による清めと、懲らしめによる清めである。血による清めは懲らしめによる清めに先立たなければならない。「律法によると、すべては血によって清められる、と言っていいでしょう」（ヘブル九・二二）。「なおさらキリストの血はあなたたちの良心を清め、死んだ業から離れさせて」――自己を義とする致命的な努力から離れさせて――「生ける神に仕えるようにさせます」（ヘブル九・十四）。なぜならキリストは一度かぎり、本質的かつ根本的な清めを達成されたからである。「彼は私たちの罪を清めて、高き所にいます大能者の右の座につかれました」（ヘブル一・三）。そしてこの清めは、後に続くすべての清めの唯一の根拠であり、前提条件である。なぜなら、救われた人だけが懲らしめによって清めてもらえるからである。どれほど苦難を受けても、罪と違反の中に死んでいる人を命にもたらすことはできない。これは、死んだ木を手入れしても、実を結ばないのと同じである。懲らしめはその人を清められない。その人は清めてもらえるが、懲らしめによってではない。神はいつまでも悪人を懲らしめるようなことはなさらない。なぜなら、「すべての人（信者）が受ける懲らしめがあなたたちに無いなら、あなたたちは私生子であって、子ではないからです」（ヘブル十二・八）。矯正的苦難が与えられて効力を表すのは、カルバリの犠牲的苦難によってすでに法理的に清められている人たちだけである。グリフィス・トマスは言った――「真のクリスチャンは、たとえ後退したとしても、永遠にわたって法理的に刑罰を受けることはないであろう。しかし、そのような人はキリストの裁きの御座の前に立つ時、回心後に行った働きに応じて、個人的に実際の刑罰を大いに受けるだろう」。


  二番目の清めは懲らしめによる。「実を結ぶ枝はみな」――すなわち、生けるぶどうの木に接ぎ木された生きている木はすべて――「彼はそれを清めます」（ヨハネ十五・二）。再生されたのに依然として自分の内に「肉」を持っている人は、自分の依然として問題のある性格を懲らしめによって清めてもらい、矯正してもらうことができる。この清めは今生で終わる必要はない。「昔のローマの聖人たちの中には、神の子供たちの中に残っている罪はみな、まさに死ぬ瞬間に与えられる最後の恵みにより全く取り除かれる、それゆえ、次の世に移される罪の痕跡はいささかも残らない、と教える者もいた」（アッシャー大司教のジェスイット教徒への返答、p.165）。この太古のローマの教えは、後のローマの煉獄の教理と同じく非聖書的である。なぜなら、不注意なまま眠りについた未信者は、不注意なまま目を覚まし――怠惰なまま死んだ僕は、怠惰なまま裁きの御座の前に現れるからである。この世における彼らの最後の姿が、道徳的に、次の世における最初の姿なのである。彼らは将来清められるだろうが、今は清められていない。死に魔法的な力はなく、問題のある弟子がハデスで矯正される機会もない。来るべき千年間の義の時代は裁きの御座によって支配されており、その本質的特徴は業が刑罰として跳ね返ってくることである。「悪を行う者は」――この文章は信者のみに宛てられている――「自分が行った悪の報いを受けます。それには人の分け隔てはありません」（コロサイ三・二五）。しかし、神の愛は私たち信じる者全員が「彼の聖にあずかる者となる」まで休むことはない。どんな懲らしめも私たちを滅ぼすことはない。遅かれ早かれ、私たちを完成させるのである。私たちの主が信者に宛てられたおそらく最も厳粛な節は、まさにこう結んでいる――「まことにわたしはあなたたちに言う。（信者の懲らしめはすべて清めのためであり、一時的なので）最後の一コドラントを支払うまで、あなたたちは決してそこから出られない」（マタイ五・二六）。


  それゆえ私たちの主は家令のたとえの中で、この「悪い僕」が回心していたことを疑いの余地がないほど明らかに述べておられる。それは、この一人の人の中に二つの特徴があったことを示すことによってである。「しかし、もしその僕が」――主ご自身がご自分の家庭の上に立てた良い家令が――「自分の心の中で言うなら」（ルカ十二・四五）。私たちの主が言わんとしておられるのは、僕が代わったことではなく、その同じ僕の心が変わったことである。良い家令、あるいは悪い家令１に変わる可能性があるのは、この一人の同じ僕である。「自分の主人の意志を知っていながら用意せず、その意志のとおりに行わなかったこの僕は、多く鞭打たれるであろう」。この怠惰な僕が仲間の僕たちと共にベーマに現れることこそ、彼が回心していた決定的証拠である。なぜなら、聖書には未信者の携え上げはないからである。シース博士は言った――「この御言葉が意味しているのは、一人は救われ他方は失われるということでは全くなく、ただ、主が来られる時、一人は直ちに祝福に至り、他方は適切に目を覚まして用意できていなかったので、一時的な裁きで罰せられ、続く時代に『火をくぐってきたように』救われるということである」。


  
    １ 「この強調代名詞（ルカ十二・四五）には先行詞があるにちがいない。そして、『忠実で賢明な家令』（十二・四二）という言葉以外見あたらない。私たちの主がご自分の僕たちに何をなさるのか、あるいは何をなさらないのかを予め自分で決めておいて、その取り決めにそぐわない御言葉を脇に押しやるというようなことでは、真理に至ることはできない。」（Ｇ．Ｈ．ラング）

  


  確かなことは、すべての信者が、遅かれ早かれ、ベーマに現れなければならない（二コリント五・十）、ということである。同じように、だれも霊だけではそのように現れることはできないことも確かである。しかし、常に見落とされていることだが、「永遠の命の力」（ヘブル七・十六）の中で復活した私たちの主を除いて、復活後に死ぬことは決して不可能ではないのである。記録された人類の歴史の中には、これと相反する例は一つもない――「女たちは復活によって自分たちの死者を返してもらいました」（ヘブル十一・三五）――これはラザロのように、死体が本当に実際によみがえることである。白骨でさえ再び肉体を着せられたのである（列王下十二・二一）。しかし例外なく、それは常に神の特別な目的を満たすための一時的復活にすぎなかった。永遠の時代に、よみがえらされたすべての人が都の中に最終的に入るまでは、死ぬことがありえない復活について述べられているのは、よみがえらされた人の一部についてであり、一部の群れだけなのである。「かの時代、そして死者からの復活に至るのにふさわしいと見なされる者たちは、めとることも嫁ぐこともしません。なぜなら、彼らはもはや死ぬことができないからです。彼らは御使いたちと等しい者になります。彼らは神の子らであり、復活の子らです」（ルカ二一・三六）。その時代にふさわしくなく、死者からの復活、第一の復活にふさわしくないと見なされた信者については、このような不朽性を持つようになるとは述べられていない。同じように、「朽ちないものによみがえらされる」（一コリント十五・五二）とパウロが述べているのは、王国にあずかる者たち（一コリント十五・五〇）だけである。


  こうして神の警告は強い力で私たちに迫ってくる。「ですから兄弟たち」――キリストの教会――「私たちは負債を負っていますが、それは肉にしたがって生きるための肉に対する負債ではありません。なぜなら、もしあなたたちが肉にしたがって生きるなら、あなたたちは死ななければならないからです」（ローマ八・十二）――まさに死なんとしているからです。この「死」というギリシャ語表現はまるで千年王国を示すために聖別されているようだ、と言う人もいよう。この言葉は八回、ヘブル書の中で来たるべき時代について使われている（ガボット）。これは永遠の死ではない。なぜなら、信者は永遠の命を保証されているからである。これは現在の死でもない。なぜなら、聖化された信者はみな長生きし、後退した人はみな早死にするというのは、聖書にも事実にも反するからである。この死は千年期の死であり、ベーマで断ち切られることである。「欺かれてはいけません。神は侮られるような御方ではありません。なぜなら人が蒔くものは何であれ、それを刈り取ることになるからです。自分の肉に蒔く者は、肉から腐敗を刈り取ります」（ガラテヤ六・七）――「腐敗」は「肉」と同じように文字どおりの意味である。「（ローマ八章十一～十三節で）使徒は、未信者や聖化されていない信者の体のために用意されている定めについて述べているのではない。第一コリント十五章二〇～二八節も同様である。十三節の御言葉『もしあなたたちが肉にしたがって生きるなら、あなたたちは死ぬことになります』で十分である。特に、先行する御言葉に続く以上、これは救いに関する御言葉ではない」（ゴデット）。なぜなら、すべての信者が永遠の命を持つ一方で、その命はキリストのために多く放棄してきた信者に対して千年早く表されるからである。「わたしのために、また福音のために、家、兄弟（中略）を捨てた者で、今の時に百倍を受け（中略）来るべき時代に永遠の命を受けない者はいないからです」（マルコ十・二九）。


  今、私たちは追放に関して最後のまとめを行う用意が整った。「王国時代、追放された人はどこに行くのか」と尋ねる人もいるだろう。啓示された真理に関する難点をすべて解決しなければならないのは、その真理を受け入れた後のことである。さもないと、悪の起源や神の主権的選びに関する懐疑論者の疑問――人には答えられない数々の疑問――が福音を無効にしかねない。また、神が神聖な保留の内にとどめておられる事柄について、あまり掘り下げすぎるのは賢明ではない。さもないと、私たちは自分を見失って、「書き記されていることを越えて賢い」者になってしまうだろう。私たちは（認めることを良しとするなら）次のことを認めようではないか。すなわち、神は追放された人の一時的な運命を不可解な謎に包まれたが、追放の現実は残っており、聖書の多くの節に堅く基づいているのである。それにもかかわらず、聖書は追放された人の居場所について完全に沈黙しているわけではない。（１）ある人々は、おそらくエノクとエリヤの低い領域から見るだろうが――モーセがピスガから見たように――その中には入れないであろう（ヨハネ三・三、五）。（２）ある人々は、私たちの主以前によみがえったすべての人々と同じように一時的に腐敗して、ハデスが死（またはアバドン）と共に最後の裁きの時に空になるまでそのままであろう――そしてハデスから出てきた受刑者として救われるであろう（黙示録二〇・十三）。この両者は、おそらく追放された人の大部分であり、パラダイス――主の特別な臨在がある「はるかに良い」所――の状況を享受し続けるであろう。（３）ある人々は「外の暗闇」（マタイ二五・三〇）として知られている謎の領域にいるであろう。（４）ある人々は非常に重大な違反で有罪になり、一時的にゲヘナに入れられるであろう（マタイ五・二二、ヨハネ十五・六、ヘブル十・二六、二七、黙示録二・十一）。「わたしはわたしの友であるあなたたちに言う（中略）わたしはあなたたちが誰を恐れるべきかをあなたたちに警告しよう。殺した後でゲヘナに投げ込む力のある方を恐れなさい。そうだ、わたしはあなたたちに言う。この方を恐れなさい」（ルカ十二・四）。


  
    １ 命からがら救われる弟子は「罰金を課せられる」と述べられている（一コリント三・十五）。また私たちの主は、今生で自分の益を求める弟子のことを、自分の命すら捨てて殉教する弟子と対比的に描写して、その「罰金」とは「魂」あるいは命であることを啓示された（マタイ十六・二六）。「自分の命（魂あるいは動物的命）を見いだす者はそれを失います」――これはベーマでのことである。「わたしのために自分の命を失う者はそれを見いだします」（マタイ十・三九）これは第一の復活においてであり、不朽の命を受けるのである（ヘブル七・十六、改訂訳欄外）。

  


  これらの厳粛な真理を否定することは、この世、肉、悪魔との死闘の中にある神の教会に神が与えてくださった最も強力な刺激剤のいくつかを無効にし、駄目にすることである。それは後退者への恐るべき警告から恐ろしさをすべて取り除くことであり、そしてその人を意識不明の眠りに陥らせはしないにせよ、その中に置き去りにすることである。また、それは特権を責任の上に置くことである――その災いについて教会は直接的な警告を受けている――「彼の慈愛の中にとどまっていなさい。さもないと、あなたたちも断ち切られます」（ローマ十一・二二）。歴代啓示されてきた物悲しい事実はこれである――すなわち、神の鋭い警告が恵みの誤用によって鈍らされてきた所では、それに罪が続き、往々にして特権が好色の覆いになる、ということである。神の突き棒を蹴って無事で済む人はだれもいない。「わたしが目をとめる人はこれである。すなわち、霊が貧しく、砕かれた、わたしの言葉に恐れおののく者である」（イザヤ六六・二）。私たちの主は最後の火について信者に警告し、何度も強調しておられるが、その言語を絶する厳粛な発言に関してアイザック・テイラーは言っている、「この時代に生きている私たちは、これらの恐ろしい御言葉を適切に思えるやり方で解釈するかもしれないし、これらの句を軽視するかもしれない。あるいは、もしそう願うなら、この教理を容認することも信用することもできないものとして、全く投げ捨てようではないか。そうしようではないか。しかし、疑問の余地がないほど歴史が示しているように、使徒時代の教会とそれ以降の時代の教会は、この御言葉の一言一言が持つ文字どおりの意味をすべて受け入れていたのである。その意味を和らげようとする試みが数回なされたのは事実である。しかし確かに言えるのは、苦難の諸世紀を通して、殉教者たちの唇には常に、将来の命に関するキリストの御言葉があった、ということである。しばしばその御言葉は火の真っただ中から聞こえたのであり、拷問台の上で苦悶している女や子供たちの震える唇から発せられたのである」。


  



  Ｂ．信者の裁きに関する注記


  



  ガボットの言葉はきわめて鋭く、目を引くものである――


  「この偉大な教理の結果をすべて予測することは不可能である。しかし、いくつかの重要な点については辿ることができよう。


  この教理の反対者が、もし千年期の教理を保ち続けるとしたら、彼らは奇妙な窮地に陥るであろう。


  現在のところ、大部分の反対者の姿勢は次のとおりである――

  １．『将来報いがあることを我々は認める』

  ２．『信者も罪を犯すこと、そしてその結果として懲らしめを受けることを我々は告白する。しかし、それは今生だけである！』

  ３．中にはさらに踏み込む人もいて、過ちを犯した信者はキリストの再来の時、損失を被ることを認めるが、王国から追放されることはないと主張する。


  しかし、この教理に反対する叫びはあまりにも痛烈なので、このように認める人々は非常に具合の悪い状況に置かれることになる。


  この騒ぎで立ち上がった公平なクリスチャンたちは、この件の状況を知ってそのような人たちに言うだろう、『何ですって！あなたたちはこの人が支持しているのと同じ原理を保持していて、違うのはただその原理の適用範囲だけなのに、この人が真理を覆していて交わりにふさわしくないと叫んでいるのですか？あなたたちも認めているように、キリストは信者たちを彼の裁きの御座の前に招集されるでしょう。あなたたちの考えによると、それに続く報いはありません。この人の考えによると、極端な場合、報いとして罰せられることもあります。この大騒ぎが起きたのは、たったそれだけの違いのためなのですか？あなたたちはその原理を認めており、ただその適用範囲が違うだけです。ですから、もしこの人が強盗だというなら、あなたたちはけちな窃盗で有罪ということになります』。


  このような攻撃者たちもまた、真理に対する大半の裏切り者たちと同じように、この教理にさらに強く反対している人たちから疑いの目で見られるであろう。


  それゆえ多くの人は、『懲らしめはあるが、今生だけである』という立場を取るだろう。


  友よ、証拠は？


  『御子イエス・キリストの血はすべての罪から私たちを清めます（一ヨハネ一・七）。私たちの救い主は中途半端な救い主ではありません』。


  しかしあなたも認めているように、イエスの贖いにもかかわらず、神の懲らしめは今生で過ちを犯す信者の上に下るのである。それならこの御言葉は、次の時代、懲らしめが信者の上に下ることを否定するものではないのである。私たちの主が現れる時、過ちを犯した弟子の上に懲らしめが降りかかることはない、と主張している聖書の箇所はどこにあるのか？


  そのような節は見つからないだろう。


  その逆の証拠ならたくさんあるし、明白である。福音書だけから抜き出したこれらの節を見よ：マタイ五・二二～三〇、七・二一～二七、十・三二、三三、三九、十六・二五、十八・七～九、二一～三五、二四・四五～五一、二五・一～三〇。


  それゆえ、これはあまり批判に耐えうる根拠には思えない。懲らしめが今生で終わらなければならない理由は、見つけるのがとても難しく、証明するのがとても難しいのである。多くの信者たちは、罪のために正当な理由で教会から追放され、教会の交わりの外で死んだ。教会にいるのにふさわしくないとして追放された者たちが、王国にいるのにふさわしいと見なされるだろうか？


  最後に、友よ、あなたも認めているように、イエスが現れる時、聖徒たちが行った良い業に対する報いがあるだろう。それなら、来るべき時代は『正義（裁き）の時代』である以上、悪い行いに対する刑罰があるにちがいない。私たちは執事として私たちの適切な支出だけを報告するのだろうか？それとも、浪費した無駄使いの分も報告するのだろうか？そうでないことを私たちは願うが、こう書き記されている――各々は『良いことであれ悪いことであれ、自分の行ったことに応じて、体で行ったことの報いを受けます』（二コリント五・十）。『悪を行う者は、自分が行った悪の報いを受けます。それには人の分け隔てはありません』（コロサイ三・二五）。


  それゆえ、あらゆる危険を冒してでもこの教理から免れようとする者は、次のように言い張る立場以外、いかなる立場も安全には思えないであろう：（１）神の選民に与えられた道徳的教えは何もない、（２）そしてその結果として、彼らは決して罪を犯すことも、懲らしめを受けることもない。


  この不信仰の恐ろしい立場について、私はここでは非難しない。私の唯一の目的は、この論争の主な論点を示すことであり、この問題を祈り深く、神の御言葉に服して調べるよう信者たちを促すことである。御父、御子、御霊に栄光あれ！アーメン」。


  



  出版社による後書き


  



  「主の恵みにより主の御顔を仰ぐ時、それは栄光、私にとって栄光です」と楽しく歌ってきた多くのクリスチャンは、キリストの裁きの御座の前に立って、それが自分にとって栄光ではないことを見いだす時、恐ろしいショックを受けることになります。


  私たちがイエスに会う時、それは恵みの御座においてではなく、彼の裁きの御座においてです。その時、「一人一人の（弟子の）働きは明らかになります。なぜなら、かの日がそれを明らかにするからです。それは火によって示されます」。そしてクリスチャンは各々、自分の働きにしたがって報いを受けます。


  肉的なクリスチャンたちはよく、「私は報いなんて気にしません。将来はとにかく幸いでしょう」と言います。不従順だった少年は、その働きに応じて報いを受けます。おそらく、少年も報いなんて気にしたくないでしょうが、それにもかかわらず報いを受けるでしょう。


  Ｄ．Ｍ．パントンのこの書物を再印刷する理由は、この本が不従順なクリスチャンたちの将来の不幸な状態に関して聖書が教えていることを生き生きと示しているからであり、また、この教えを無視してきたことが今日の教会の沈滞した状態の大きな原因だからです。


  



  注記


  



  Copyright (C) 1984 Schoettle Publishing Co., Inc. All Rights Reserved.

  Copyright (C) 2024 オリーブ園クリスチャン古典ライブラリー

  本書はSchoettle Publishing Co., Inc.の許可を得て翻訳・公開したものです。無断で複製・配付することを禁じます。
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